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「
解
体
新
書
」
の
オ
ラ
ン
ダ
人
翻
訳
者
デ
ィ
ク
テ
ン
に
つ
い
て
の
研
究

〔
要
旨
〕
『
解
体
新
書
」
の
オ
ラ
ン
ダ
語
原
書
↑
○
且
の
①
烏
目
号
鴨
弓
画
壁
２
（
『
解
剖
学
表
』
）
、
（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
一
七

三
四
年
刊
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
こ
の
解
剖
書
は
Ｊ
・
Ａ
・
ク
ル
ム
ス
の
ド
イ
ツ
語
版
原
書
を
ラ
イ
デ
ン
の
外
科
医

へ
リ
ッ
ト
・
デ
ィ
ク
テ
ン
が
翻
訳
刊
行
し
た
。
ラ
イ
デ
ン
市
公
文
書
館
と
市
立
博
物
館
ラ
ー
ケ
ン
ホ
ー
ル
で
一
次
史
料

を
探
索
し
、
彼
の
履
歴
を
明
ら
か
に
し
た
。
デ
ィ
ク
テ
ン
は
一
六
九
六
年
頃
生
ま
れ
た
。
一
七
一
三
年
に
外
科
医
の
親

方
フ
ァ
ン
・
リ
ー
ト
の
も
と
で
徒
弟
外
科
医
教
育
を
開
始
し
、
一
七
一
五
年
に
徒
弟
修
学
証
を
獲
得
、
一
七
一
六
年
に

親
方
を
ス
テ
ー
ン
フ
ェ
ル
ト
に
替
え
た
。
一
七
一
二
年
に
外
科
医
の
親
方
の
資
格
を
取
得
し
、
ブ
リ
－
通
り
に
外
科
医

の
店
を
開
店
し
た
。
ラ
イ
デ
ン
の
外
科
医
ギ
ル
ド
で
、
彼
は
頻
繁
に
役
員
に
選
出
さ
れ
た
。
デ
ィ
ク
テ
ン
は
二
名
の

徒
弟
を
教
育
し
た
。
彼
は
五
冊
の
外
科
書
の
刊
行
に
か
か
わ
っ
た
。
「
解
剖
学
表
』
は
外
科
医
の
間
に
よ
く
普
及
し
た

が
、
解
剖
図
が
小
さ
く
誇
張
が
あ
り
、
前
近
代
的
な
バ
ロ
ッ
ク
解
剖
学
書
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
『
解
体
新
書
』
、
『
解
剖
学
表
」
、
Ｇ
・
デ
ィ
ク
テ
ン
、
外
科
医
ギ
ル
ド
、
ラ
イ
デ
ン
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「
解
体
新
書
』
の
オ
ラ
ン
ダ
語
原
書
《
○
口
匡
①
８
百
且
侭
①
弓
四
国
①
己
》
（
「
解
剖
学
表
」
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
一
七
三
四
年
刊
）
の
訳
者
へ
リ
ッ

ト
・
デ
ィ
ク
テ
ン
（
⑦
①
『
具
、
ま
た
は
（
⑦
①
『
『
里
ゞ
の
①
国
己
四
の
）
口
冒
ｇ
、
ま
た
は
（
皀
胃
①
Ｐ
目
の
写
ｇ
〉
目
の
写
①
）
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

オ
ラ
ン
ダ
・
ラ
イ
デ
ン
市
公
文
書
館
お
よ
び
ラ
イ
デ
ン
市
立
博
物
館
ラ
ケ
ン
・
ホ
ー
ル
蔵
の
一
次
史
料
よ
り
、
デ
ィ
ク
テ
ン
の
基
本
的
史

実
を
明
ら
か
に
し
て
、
二
項
で
示
し
た
。

な
お
一
七
・
一
八
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
人
名
は
文
書
毎
に
そ
の
綴
り
が
少
し
づ
っ
異
な
り
、
デ
ィ
ク
テ
ン
に
関
し
て
も
括
弧
内
の
よ
う
に
、

い
く
つ
か
の
表
記
方
法
が
あ
る
。
カ
タ
カ
ナ
名
の
後
の
括
弧
内
に
、
文
書
に
記
載
さ
れ
た
原
綴
り
を
示
し
た
。

次
い
で
三
項
で
、
デ
ィ
ク
テ
ン
の
か
か
わ
っ
た
医
学
書
に
つ
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
図
書
館
で
実
際
に
手
に
取
っ
て
検
討
し
た
結
果
を
示
し

提
Ｌ
Ｏ

最
後
に
『
解
剖
学
表
」
の
評
価
に
つ
い
て
考
察
し
た
。

ヘ
リ
ッ
ト
・
デ
ィ
ク
テ
ン
（
⑦
閏
昌
目
９
９
）
自
身
の
教
育
歴
は
下
記
の
よ
う
で
あ
る
。

（
２
）

へ
リ
ッ
ト
・
デ
ィ
ク
テ
ン
は
ラ
イ
デ
ン
市
民
の
息
子
と
し
て
、
一
六
九
六
年
頃
に
生
ま
れ
る
。

一
七
一
三
年
三
月
一
日
、
一
六
歳
の
時
よ
り
三
年
間
、
親
方
ョ
ハ
ネ
ス
・
フ
ァ
ン
・
リ
ー
ト
（
］
ｏ
冨
目
の
⑩
ぐ
閏
〕
国
ｇ
）

（
１
）

、
一
○
ギ
ル
ダ
ー
を
支
払
っ
て
働
く
契
約
を
す
る
。

（
１
）

一
七
一
五
年
六
月
六
日
に
ヘ
リ
ッ
ト
・
デ
ィ
ク
テ
ン
（
の
①
『
。
角
）
言
再
①
国
）
は
徒
弟
修
学
証
（
示
閏
目
臥
）
を
得
る
。

（
１
）

一
七
一
六
年
五
月
に
親
方
を
フ
ァ
ン
・
リ
ー
ト
か
ら
Ｊ
・
ス
テ
ー
ン
フ
ェ
ル
ト
會
呂
め
扇
ｇ
ぐ
①
昼
）
に
替
え
る
。

二
、
外
科
医
マ
ス
タ
ー
と
し
て
の
デ
ィ
ク
テ
ン
（
ラ
イ
デ
ン
の
一
次
史
料
よ
り
）

一
、
研
究
方
法

の
徒
弟
と
し
て
、
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③
一
七
○
七
年
七
月
六
日
よ
り
コ
ル
ネ
リ
ス
・
フ
ィ
ン
セ
ン
ト
・
ブ
ル
フ
ェ
ル
ス
（
Ｃ
Ｏ
昌
昌
の
ぐ
旨
ｏ
の
昌
習
侭
の
局
の
、
二
歳
）
を
四
年
間
徒

（
６
）
（
６
）

弟
と
し
て
教
育
す
る
契
約
を
結
ぶ
。
一
七
○
九
年
六
月
六
日
に
徒
弟
修
学
証
を
交
付
す
る
。
一
七
一
二
年
五
月
よ
り
ブ
ル
フ
ェ
ル
ス
は
一
年

（
６
）
（
６
）

間
、
再
び
親
方
フ
ァ
ン
・
リ
ー
ト
の
家
に
寄
宿
す
る
。
一
七
一
三
年
五
月
に
ブ
ル
フ
ェ
ル
ス
は
親
方
を
替
え
る
。

（
７
）

④
ヘ
リ
ッ
ト
・
デ
ィ
ク
テ
ン
が
フ
ァ
ン
・
リ
ー
ト
の
徒
弟
に
な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
上
記
し
た
。

（
８
）

⑤
一
七
一
四
年
八
月
一
日
に
ヘ
ラ
ル
ダ
ス
・
プ
ル
フ
ー
（
⑦
①
国
『
且
吊
刃
○
ぐ
。
。
、
一
六
歳
）
を
四
年
間
徒
弟
と
し
て
受
け
入
れ
る
契
約
を

②
一
七
○
六
年
五
月
二
言

（
戸
Ｄ
）

契
約
を
結
ぶ
が
、
中
断
す
る
。

次
に
、
デ
ィ
ク
テ
ン
の
最
初
の
師
ョ
ハ
ネ
ス
・
フ
ァ
ン
・
リ
ー
ト
Ｑ
ｏ
ｇ
ご
ロ
①
印
ぐ
自
国
ｇ
に
つ
い
て
述
べ
る
。

（
３
）

フ
ァ
ン
・
リ
ー
ト
は
一
六
九
六
年
一
二
月
よ
り
四
、
五
年
間
、
デ
イ
ル
ク
・
ク
ラ
メ
ル
（
目
鼻
。
『
“
ョ
ｇ
の
徒
弟
と
な
る
契
約
を
結
ぶ
。

（
３
）

一
七
○
一
年
に
徒
弟
修
学
証
を
得
る
。

（
３
）

一
七
○
二
年
に
外
科
医
親
方
と
な
る
。

こ
の
フ
ァ
ン
・
リ
ー
ト
が
教
育
し
た
徒
弟
は
、
下
記
の
よ
う
に
五
名
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

①
一
七
○
四
年
五
月
七
日
よ
り
へ
レ
ッ
ト
・
ヘ
ン
リ
ク
ス
・
フ
ァ
ン
・
ホ
ー
ヘ
フ
ェ
ー
ン
（
ｏ
の
ｑ
２
国
の
目
。
房
ぐ
閨
函
。
○
照
く
の
①
国
、
一
五

（
４
）

歳
）
を
二
年
間
徒
弟
と
し
て
教
育
し
、
一
七
○
六
年
五
月
一
二
日
に
徒
弟
修
学
証
を
交
付
す
る
。
一
七
○
八
年
に
フ
ァ
ン
・
ホ
ー
ヘ
フ
ェ
ー
ン

（
４
）

（
４
）

は
親
方
を
替
え
る
。
一
七
一
五
年
に
ヘ
リ
ッ
ト
・
ホ
ー
ヘ
フ
ェ
ー
ン
（
⑦
の
『
昌
国
。
。
鳴
く
の
①
。
）
は
外
科
医
親
方
と
な
る
。

②
一
七
○
六
年
五
月
一
二
日
に
バ
ス
チ
ア
ー
ン
・
レ
ー
ン
ブ
ル
フ
田
煙
印
冒
自
序
①
号
目
警
、
一
四
歳
）
を
三
年
間
徒
弟
と
し
て
教
育
す
る

フ
ァ
ン
・
リ
ー
ト
の
五
名
の
徒
弟
の
内
、
デ
ィ
ク
テ
ン
を
含
む
二
名
が
外
科
医
親
方
に
な
り
、
二
名
は
徒
弟
の
記
録
し
か
な
く
、
一
名
は

途
中
で
挫
折
し
外
科
医
教
育
を
中
断
し
て
い
る
。

⑤
一

（
９
）

結
ぶ
。
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（
、
）

ラ
イ
デ
ン
の
外
科
医
ギ
ル
ド
に
お
け
る
デ
ィ
ク
テ
ン
の
役
員
と
し
て
の
履
歴
を
示
す
。

デ
ィ
ク
テ
ン
は
ラ
イ
デ
ン
の
市
当
局
の
監
督
下
に
外
科
医
ギ
ル
ド
が
施
行
す
る
外
科
医
資
格
試
験
に
合
格
し
て
、
一
七
二
一
年
に
外
科
医

（
皿
）

親
方
に
な
っ
た
。
そ
し
て
目
抜
き
通
り
ブ
リ
ー
ス
ト
ラ
ー
卜
（
即
の
①
の
可
闇
己
に
外
科
医
の
店
を
開
い
た
。

（
Ⅱ
）

下
記
の
年
に
デ
ィ
ク
テ
ン
は
役
員
候
補
に
推
薦
さ
れ
た
。
括
弧
内
は
そ
の
時
の
候
補
者
内
で
の
順
位
を
示
す
。

一
七
三
二
年
（
六
位
）
、
一
七
三
三
年
（
六
位
）
、
一
七
三
五
年
（
五
位
）
、
一
七
四
○
年
（
五
位
）
、
一
七
四
三
年
（
二
位
）
、
一
七
四
七

年
（
一
位
）
、
一
七
五
一
年
（
一
位
）
、
一
七
五
五
年
（
一
位
）
、
一
七
五
九
年
（
一
位
）
、
一
七
六
三
年
（
一
位
）
、
一
七
六
七
年
（
一
位
）
。

役
員
に
選
出
さ
れ
た
年
と
そ
の
ポ
ス
ト
を
示
す
。

（
Ⅲ
）

試
験
係
マ
ス
タ
ー
に
は
一
七
四
○
年
、
一
七
四
七
年
、
一
七
五
一
年
の
計
三
回
選
出
さ
れ
た
。

ま
た
ギ
ル
ド
規
約
に
よ
る
と
、
理
事
長
は
試
験
係
マ
ス
タ
ー
に
選
ば
れ
た
翌
年
に
任
命
さ
れ
る
の
で
古
文
書
に
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
も

の
の
以
下
の
年
に
も
、
デ
ィ
ク
テ
ン
が
試
験
係
マ
ス
タ
ー
に
就
任
し
て
い
た
可
能
性
が
強
い
・

一
七
四
三
年
、
一
七
五
五
年
、
一
七
五
九
年
、
一
七
六
三
年
、
一
七
六
七
年
。

そ
し
て
デ
ィ
ク
テ
ン
は
理
事
長
に
は
一
七
四
四
年
、
一
七
四
八
年
、
一
七
五
二
年
、
一
七
五
六
年
、
一
七
六
○
年
、
一
七
六
四
年
、
一
七

次
に
、
デ
ィ
ク
テ
ン
の
第
二
の
師
Ｊ
・
ス
テ
ー
ン
フ
ェ
ル
ト
（
］
目
．
聾
①
の
画
く
①
邑
に
つ
い
て
述
べ
る
。

（
Ⅲ
）

ス
テ
ー
ン
フ
ェ
ル
ト
は
一
六
九
九
年
に
外
科
医
親
方
の
資
格
を
得
た
。

（
Ⅲ
）

理
事
長
に
は
一
七
一
○
年
、
一
七
一
四
年
、
一
七
二
八
年
、
一
七
三
二
年
、
一
七
三
六
年
、
一
七
四
○
年
の
計
六
回
任
命
さ
れ
た
。

（
川
）
。

ま
た
町
外
科
医
を
一
七
○
五
年
以
来
、
務
め
て
い
る
。
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（
Ⅲ
）

六
八
年
の
計
七
回
選
出
さ
れ
た
。

こ
の
デ
ィ
ク
テ
ン
自
身
が
教
育
し
た
徒
弟
二
名
を
列
記
す
る
。

①
ョ
ハ
ネ
ス
・
ア
ン
ケ
ン
（
］
。
ｇ
目
の
め
津
具
ｇ
）
は
ま
ず
一
七
一
六
年
一
二
月
二
日
、
一
六
歳
の
時
ホ
ー
ヘ
フ
ェ
ー
ン
田
。
・
ぬ
の
く
の
①
国
）
親

（
皿
）
（
過
）
（
皿
）

方
の
徒
弟
と
な
る
。
次
い
で
一
七
一
九
年
一
二
月
六
日
に
親
方
を
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ユ
ー
ル
ホ
ー
ル
ン
田
①
目
号
時
白
ｇ
ｏ
目
）
に
替
え
る
。

（
吃
）

一
七
二
二
年
九
月
二
日
に
親
方
を
ヘ
リ
ッ
ト
・
デ
ィ
ク
テ
ン
ａ
閏
昌
豆
只
①
ロ
）
に
替
え
る
。

②
フ
ラ
ン
シ
ス
カ
ス
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
フ
ィ
フ
テ
ョ
国
目
切
目
い
く
曽
己
９
国
瞥
厨
）
は
一
七
二
一
年
五
月
七
日
、
一
五
歳
の
時
よ
り
二

（
Ｍ
）
（
皿
）

年
間
徒
弟
と
し
て
、
ヘ
リ
ッ
ト
・
デ
ィ
ク
テ
ａ
曾
昌
目
の
胃
の
）
に
師
事
す
る
こ
と
を
契
約
す
る
が
、
一
七
一
二
年
二
月
に
中
断
す
る
。

③
ジ
ャ
ン
・
ロ
ン
ド
ー
（
］
８
口
冒
己
の
画
ロ
）
は
一
七
一
二
年
二
月
三
日
、
一
五
歳
の
時
よ
り
三
年
間
徒
弟
と
し
て
、
ジ
ャ
ン
・
ポ
ル
ヘ

（
喝
）
（
喝
）

ル
（
苛
四
旨
國
周
呂
閏
）
に
師
事
す
る
契
約
を
す
る
。
一
七
二
三
年
二
月
三
日
に
徒
弟
修
学
証
を
得
る
。
一
七
？
？
（
判
読
不
能
）
年
三
月
七

（
応
）

日
よ
り
親
方
を
二
年
間
ヤ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ス
テ
ー
ン
フ
ェ
ル
ト
（
首
ご
く
自
聾
の
①
ご
く
①
己
に
替
え
る
。
一
七
二
七
年
二
月
五
日
に
親
方
を
へ

（
妬
）

リ
ッ
ト
・
デ
ィ
ク
テ
（
⑦
閏
異
口
ｇ
①
）
に
替
え
る
。

④
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
マ
ス
テ
ィ
ク
田
の
目
目
鼻
昌
画
の
房
）
は
一
七
二
三
年
二
月
三
日
、
言
一
歳
の
時
よ
り
四
年
間
徒
弟
と
し
て
、
ヘ
リ
ッ

（
肥
）
（
焔
）

卜
・
デ
ィ
ク
テ
ン
ａ
閏
昌
目
の
胃
の
旨
）
に
師
事
す
る
。
一
七
二
五
年
三
月
七
日
に
徒
弟
修
学
証
を
得
る
。
一
七
二
七
年
九
月
五
日
に
親
方
を

（
略
）

ヴ
イ
レ
ム
・
フ
ァ
ン
・
エ
リ
ン
ク
ハ
ウ
ゼ
ン
（
弓
皀
①
日
ぐ
臼
］
国
冒
吾
昌
の
①
ご
）
に
替
え
る
。
一
七
？
？
（
判
読
不
能
）
年
九
月
一
日
に
親
方
を

（
肥
）

ア
レ
ン
ト
・
フ
ァ
ン
・
ホ
イ
ス
デ
ン
（
雷
①
具
ぐ
閏
』
西
の
巨
巴
①
『
］
）
に
替
え
る
。
一
七
二
九
年
一
○
月
五
日
に
親
方
を
ヤ
コ
ブ
ス
・
ル
・
デ
ィ
ュ

（
脳
）

－
（
旨
８
９
の
一
①
目
の
こ
）
に
替
え
る
。

す
な
わ
ち
デ
ィ
ク
テ
ン
は
ラ
イ
デ
ン
の
外
科
医
ギ
ル
ド
の
中
枢
に
あ
り
、
ギ
ル
ド
の
要
職
を
歴
任
し
た
外
科
医
で
あ
る
と
評
価
出
来
る
。

デ
ィ
ク
テ
ン
は
一
七
七
○
年
七
月
二
二
日
に
ラ
イ
デ
ン
で
没
し
た
。
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⑤
ヤ
ン
・
ド
ゥ
・
ブ
リ
ー
色
目
号
国
の
①
）
は
一
七
二
三
年
八
月
二
三
日
、
一
四
歳
の
時
よ
り
二
年
間
徒
弟
と
し
て
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・

（
〃
）

マ
ロ
ン
田
の
ご
両
日
冒
冒
閏
○
ご
）
に
師
事
す
る
。
一
七
二
五
年
九
月
五
日
に
徒
弟
修
学
証
を
得
て
、
親
方
を
コ
ル
ネ
リ
ス
・
ア
ブ
コ
ゥ
合
○
目
①
房

（
Ｆ
）

（
〃
）

シ
胃
○
巨
）
に
替
え
る
。
一
七
？
？
年
（
判
読
不
能
）
二
月
七
日
に
親
方
を
Ｊ
・
ホ
ウ
ッ
ッ
ィ
ン
（
〕
号
．
西
○
昌
且
国
）
に
替
え
る
。
一
七
？
？

（
Ⅳ
）

年
（
判
読
不
能
）
五
月
一
日
に
親
方
を
ヘ
リ
ッ
ト
・
デ
ィ
ク
テ
ａ
関
昌
目
ｇ
①
）
に
替
え
る
。

⑥
ヤ
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・
ロ
ス
（
百
国
國
罠
９
厘
の
ぎ
の
ゞ
ヴ
ァ
ル
ト
ロ
ッ
プ
（
乏
四
胃
８
）
生
れ
）
は
一
七
二
五
年
九
月
五
日
、
一
四
歳
の

（
肥
）

時
、
徒
弟
と
し
て
ヘ
リ
ッ
ト
・
デ
ィ
ク
テ
（
⑦
の
『
異
口
の
胃
の
）
に
師
事
す
る
。

⑦
ヒ
レ
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ウ
ス
・
ピ
ネ
マ
田
罠
８
国
且
旨
の
囚
目
の
ョ
四
〕
ス
ネ
ー
ク
（
蟹
の
①
ご
生
れ
）
は
一
七
二
五
年
九
月
五
日
に
徒
弟
と
し
て

（
四
）
（
吟
）

Ｊ
・
ブ
ル
ー
デ
（
］
号
．
即
○
の
号
）
に
師
事
す
る
。
一
七
二
五
年
二
月
七
日
に
親
方
を
ヘ
リ
ッ
ト
・
デ
ィ
ク
テ
ａ
①
『
昌
目
の
罫
の
）
に
替
え
る
。

⑧
ヤ
コ
ブ
ス
・
ル
・
デ
ィ
ュ
ー
（
菅
８
９
匹
の
目
の
直
）
は
一
七
二
六
年
一
○
月
二
日
、
二
二
歳
の
時
、
ヘ
リ
ッ
ト
・
デ
ィ
ク
テ
ン
（
⑦
の
『
島

（
別
）
（
卵
）

豆
。
罫
の
ご
）
の
徒
弟
と
な
る
。
一
七
二
九
年
に
外
科
医
親
方
の
資
格
を
得
る
。

⑨
ダ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ム
’
一
エ
ー
ル
ｅ
画
『
丘
冨
○
目
目
）
は
一
七
二
六
年
六
月
五
日
よ
り
二
年
間
徒
弟
と
し
て
、
ョ
ハ
ネ
ス
・
ホ
イ
ケ
ロ
ム

（
虹
）
（
皿
）

（
］
・
厨
。
。
①
の
函
の
烏
の
ざ
且
に
師
事
す
る
。
そ
の
後
、
親
方
を
ヘ
リ
ッ
ト
・
デ
ィ
ク
テ
ン
（
⑦
の
『
島
国
、
言
ｇ
）
に
替
え
る
。

⑩
ニ
コ
ラ
ー
ス
・
フ
ー
シ
ュ
ー
（
富
８
両
“
の
⑦
。
固
の
宮
）
は
一
七
二
七
年
一
月
八
日
、
一
六
歳
の
時
よ
り
四
年
間
徒
弟
と
し
て
、
ヘ
リ
ッ
ト
．

（
配
）
（
犯
）

デ
ィ
ク
テ
ン
ａ
の
『
昌
巨
ｇ
ｇ
）
に
師
事
す
る
。
一
七
二
九
年
に
徒
弟
修
学
証
を
得
る
。

⑪
、
マ
タ
ィ
ス
・
ア
ル
デ
ル
ヶ
ル
ク
（
冒
胃
ｇ
の
ど
号
異
の
異
、
ス
ー
テ
ル
メ
ー
ル
＄
。
の
同
日
の
角
）
生
れ
）
は
一
七
二
九
年
七
月
八
日
、
一

（
妬
）
（
配
）

○
歳
の
時
、
徒
弟
と
し
て
ヘ
リ
ッ
ト
・
デ
ィ
ク
テ
ン
ａ
の
『
昌
目
ｇ
の
昌
）
に
師
事
す
る
。
一
七
三
一
年
八
月
に
徒
弟
修
学
証
を
得
る
。
一
七
三

（
羽
）

二
年
八
月
六
日
に
親
方
を
イ
ザ
ッ
ク
・
カ
レ
ル
（
扉
的
四
鳥
９
旦
）
に
替
え
る
。
一
七
？
？
（
判
読
不
能
）
年
七
月
一
日
に
親
方
を
ヴ
ェ
ッ
ド
・

（
羽
）

フ
ァ
ン
・
ヤ
コ
ブ
・
ア
レ
ル
ス
（
乏
且
ぐ
四
口
菅
の
号
と
一
①
厨
）
に
替
え
る
。
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修
業
を
中
断
し
た
一
名
を
除
く
一
○
名
の
徒
弟
の
つ
い
た
親
方
の
数
を
数
え
て
み
る
。

四
名
の
親
方
に
師
事
し
た
徒
弟
が
二
名
、
三
名
の
親
方
に
師
事
し
た
徒
弟
が
三
名
、
二
名
の
親
方
に
師
事
し
た
徒
弟
が
二
名
、
ひ
と
り
の

親
方
に
し
か
師
事
し
た
記
録
が
な
い
徒
弟
が
三
名
で
あ
る
。

師
事
し
た
親
方
数
の
少
な
い
徒
弟
は
、
記
録
に
遺
漏
が
あ
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
徒
弟
期
間
中
に
師
事
す
る
親
方
は
当
時
三
、
四
名
が

平
均
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
内
、
第
一
の
弟
子
ョ
ハ
ネ
ス
・
ア
ン
ケ
ン
（
］
Ｏ
ｇ
ｐ
月
印
津
島
①
ロ
）
が
師
事
し
た
別
の
親
方
、
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ユ
ー
ル
ホ
ー
ル
ン
は

日
本
の
藺
学
に
と
り
、
デ
ィ
ク
テ
ン
同
様
、
重
要
な
外
科
医
で
あ
る
。

デ
ィ
ク
テ
ン
の
指
導
し
た
徒
弟
二
名
の
う
ち
、
外
科
医
親
方
の
資
格
を
得
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
者
は
二
名
に
す
ぎ
な
い
。
八
名

は
徒
弟
の
記
録
の
み
し
か
な
く
（
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
八
名
が
親
方
に
な
ら
ず
、
修
業
を
途
中
で
中
断
し
た
と
は
断
定
出
来
な
い
）
、
一
名
は
途
中

で
中
断
し
て
い
る
。

（
鉦
）

デ
ィ
ク
テ
ン
の
著
作
を
検
討
す
る
。
目
録
に
収
載
さ
れ
て
い
る
デ
ィ
ク
テ
ン
に
関
係
す
る
著
作
は
下
記
の
五
点
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
内
、

本
当
の
意
味
で
の
著
訳
書
は
①
の
『
解
剖
学
表
』
の
一
冊
だ
け
で
、
他
の
本
は
そ
の
序
文
や
出
版
を
デ
ィ
ク
テ
ン
が
担
当
し
た
だ
け
に
過
ぎ

な
い
0

各
冊
に
つ
い
て
、
筆
者
は
オ
ラ
ン
ダ
の
ラ
イ
デ
ン
大
学
中
央
図
書
館
、
ラ
イ
デ
ン
・
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
博
物
館
図
書
室
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
大
学
中
央
図
書
館
な
ど
で
現
物
を
閲
覧
し
検
討
し
た
。

（
型
）

一
七
三
九
年
六
月
二
八
日
、
四
三
歳
の
時
デ
ィ
ク
テ
ン
は
ラ
イ
デ
ン
大
学
に
入
学
登
録
し
、
一
七
四
○
年
ま
で
に
Ｍ
Ｄ
の
学
位
を
得
た
。

三
、
デ
ィ
ク
テ
ン
の
著
作
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偉
大
で
、
か
つ
精
細
な
知
識
に
よ
っ

博
学
に
し
て
高
名
な
る
先
生
へ

献
辞
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
著
名
な
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
解
剖
学
と
外
科
学
の
教
授
で
あ
り
、
し
か
も
偉
大
に
し
て
高
名
な
解
剖
学
者
、
医
学
博

士
、
因
①
昌
冨
ａ
ｐ
の
凶
の
嗅
１
ａ
津
与
言
吊
先
生
に
捧
ぐ
。

偉
大
に
し
て
博
学
な
る
ア
ル
ピ
ヌ
ス
先
生
、
わ
た
し
が
解
剖
学
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
こ
と
は
、
私
が
先
生
の
学
識
な
ら
び
に
親
切
な
お

教
え
に
負
う
と
こ
ろ
が
特
に
大
で
あ
り
ま
す
。
（
中
略
）
こ
の
本
（
「
解
剖
学
表
』
）
が
、
先
生
の
は
な
は
だ
お
好
き
な
称
賛
す
べ
き
学
識
で
あ
る

（
訂
）

解
剖
学
と
外
科
学
の
奉
仕
と
利
益
の
た
め
に
オ
ラ
ン
ダ
語
に
翻
訳
さ
れ
た
こ
と
を
、
先
生
は
認
め
て
お
ら
れ
る
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
し
か
も
、

偉
大
で
、
か
つ
精
細
な
知
識
に
よ
っ
て
先
生
は
、
解
剖
学
と
外
科
学
の
領
域
で
は
、
は
な
は
だ
す
ぐ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
（
後
略
）

①
困
旨
旨
の
ご
号
．
シ
ｅ
ゞ
○
且
①
①
鳥
屋
己
侭
①
国
壁
①
ロ
台
ｇ
①
く
ｇ
の
号
烏
胃
８
①
房
胃
）
（
）
Ｒ
①
且
①
、
守
①
①
巨
眉
ｇ
①
国
閻
巨
目
①
１
自
照
ご
》

ダ
ョ
四
四
Ｈ
一
ロ
ゴ
①
庁
国
画
回
国
〕
①
ロ
の
庁
①
罠
Ｑ
①
の
討
巨
①
ロ
の
○
ず
①
一
旦
穴
①
ロ
］
旨
｝
〕
四
四
頁
〕
の
》
①
目
面
①
庁
ｍ
①
す
。
］
一
穴
く
印
ご
幽
匡
①
Ｑ
①
の
園
①
廟
の
Ｑ
①
①
罠
①
自
画
閉
、
①
一
〕
①
①
一
口
の
ご
”
の
一
①
①
『
・

弓
Ｏ
Ｈ
Ｑ
旨
面
倶
ｚ
①
Ｑ
①
ａ
．
ｍ
①
胃
．
Ｑ
ｏ
２
ｏ
閏
．
皀
只
①
目
シ
ョ
の
扇
ａ
四
目
弓
置
．

ク
ル
ム
ス
の
ド
イ
ツ
語
版
解
剖
害
の
デ
ィ
ク
テ
ン
に
よ
る
翻
訳
。
一
七
三
四
年
刊
。
「
解
体
新
書
」
の
原
著
。

こ
の
本
の
由
来
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
。

（
妬
）

さ
て
『
解
剖
学
表
』
に
は
、
そ
の
巻
頭
に
左
記
の
よ
う
な
献
辞
が
あ
る
。

あ
な
た
の
従
順
に
し
て
恩
義
あ
る
召
使
い

外
科
医
の
①
国
己
吊
自
ｇ
ｇ
よ
り

ラ
イ
デ
ン
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、上／

こ
の
よ
う
に
、
デ
ィ
ク
テ
ン
は
当
時
の
ラ
イ
デ
ン
大
学
医
学
部
の
解
剖
学
教
授
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
・
シ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
・
ア
ル
ビ
ヌ
ス
田
①
ｇ
‐

富
己
盟
凋
薗
＆
少
さ
言
匡
の
》
屋
君
‐
ミ
ヨ
）
を
尊
敬
し
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
。

デ
イ
ク
テ
ン
が
ラ
イ
デ
ン
の
外
科
医
ギ
ル
ド
の
要
職
を
歴
任
し
て
い
た
こ
ろ
、
ア
ル
ピ
ヌ
ス
は
こ
の
外
科
医
ギ
ル
ド
の
会
長
を
務
め
、
ギ

ル
ド
会
員
に
解
剖
供
覧
を
実
施
し
、
外
科
医
に
学
問
的
恩
恵
を
与
え
て
い
た
。

そ
う
し
た
こ
と
も
あ
り
、
デ
ィ
ク
テ
ン
は
ア
ル
ビ
ヌ
ス
と
親
し
く
、
彼
を
尊
敬
し
て
お
り
、
こ
の
本
の
刊
行
の
際
、
一
冊
を
ア
ル
ビ
ヌ
ス

（
妬
）

に
謹
呈
し
た
と
、
『
解
剖
学
表
』
の
巻
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
Ｂ
・
Ｓ
・
ア
ル
ピ
ヌ
ス
は
き
わ
め
て
精
密
で
写
実
的
な
解
剖
学
図
譜
を
一
七
二
○
年
代
か
ら
三
○
年
代
に
か
け
て
公
刊
し
、
こ
れ
が

（
羽
）

オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
近
代
解
剖
学
の
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
る
。

一
方
デ
イ
ク
テ
ン
の
『
解
剖
学
表
』
は
、
装
飾
過
多
の
バ
ロ
ッ
ク
解
剖
学
で
前
近
代
的
な
解
剖
書
で
あ
る
と
オ
ラ
ン
ダ
の
医
史
学
界
で
は

②
胃
く
①
具
①
引
田
の
ロ
島
．
ぐ
四
国
）
》
犀
の
呂
曼
言
侭
》
ぐ
四
目
烏
圃
』
①
胃
の
国
の
号
『
訂
①
ａ
閏
９
．
国
ヨ
国
○
且
①
号
①
こ
ぐ
閏
］
号
叶
冨
鼻
言
の
旦

固
侭
①
一
の
ｏ
ゴ
①
い
』
①
貢
①
．
シ
一
ｍ
目
①
①
ユ
の
く
の
号
四
口
Ｑ
①
一
曰
ｍ
Ｏ
ぐ
閏
｝
〕
輿
ぐ
○
①
烏
①
一
旦
閂
す
①
①
胃
昼
曾
①
己
①
邑
国
．
Ｑ
○
日
胃
ら
巨
一
の
Ｆ
①
日
①
昼
．
毘
）
己
①
ぐ
①
己
の

日
①
匡
弓
の
○
口
ご
①
①
Ｑ
穴
匡
ロ
＆
ぬ
①
四
画
目
国
吊
吋
富
国
ｍ
の
ご
○
ぐ
①
Ｈ
・
の
国
目
①
穴
蔚
ご
ゆ
Ｑ
①
Ｈ
ウ
①
①
尉
旦
①
門
①
ロ
①
ロ
の
．
Ｑ
○
○
吋
］
の
四
弓
］
○
の
．
○
○
巨
門
堂
巴
．
国
①
己
①
巨
琶
庁
ご
里
甸
Ｈ
・

く
①
耳
．
①
邑
昌
庁
叩
Ｑ
ｏ
ｏ
時
⑦
の
局
．
ロ
肩
肘
ロ
．
旧
の
昌
旦
①
ご
』
詞
Ｃ
ｌ
噌
日
、
．
］
Ｌ
の
昌
旦
の
己
」
誤
卸

フ
ラ
ン
ス
語
版
病
理
学
・
病
理
解
剖
学
の
デ
ヴ
ェ
ン
テ
ル
ｅ
①
ぐ
①
貝
囚
）
に
よ
る
翻
訳
書
の
デ
ィ
ク
テ
ン
に
よ
る
出
版
。
一
七
三
九
年
刊
、

一
方
デ
ィ
ク
テ
、

（
羽
）

評
価
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の
論
文
の
四
項
で
検
討
す
る
。

一
七
三
三
年
一
二
月
二
○
日
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（
別
）

一
六
九
四
年
二
月
一
日
、
四
○
歳
の
中
年
に
な
っ
て
、
グ
ロ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
大
学
で
Ｍ
Ｄ
を
取
得
し
、
内
科
医
の
資
格
を
得
た
。

（
抑
）

こ
の
論
文
審
査
は
、
彼
が
ラ
テ
ン
語
を
理
解
し
な
か
っ
た
の
で
、
非
公
開
で
例
外
的
に
オ
ラ
ン
ダ
語
で
行
な
わ
れ
た
。

ラ
テ
ン
語
の
公
的
使
用
が
常
識
の
オ
ラ
ン
ダ
の
大
学
で
、
一
七
世
紀
末
に
卑
語
で
あ
る
オ
ラ
ン
ダ
語
の
使
用
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
稀
で

あ
っ
た
。
グ
ロ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
大
学
が
二
流
大
学
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
彼
の
技
術
と
学
識
が
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
が
可
能
と

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

門
職
群
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
本
の
題
名
は
全
二
○
三
字
に
の
ぼ
る
長
い
も
の
で
（
一
七
’
一
九
世
紀
の
藺
書
の
タ
イ
ト
ル
は
、
一
般
的
に
言
っ
て
長
い
）
、
原
著
者
の
ル

ィ
・
レ
メ
リ
ー
Ｐ
Ｃ
貝
の
序
ヨ
ョ
①
昼
）
の
肩
書
き
は
、
見
開
き
に
記
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
ロ
○
只
日
尉
鴨
員
号
吋
の
ｇ
の
①
の
冒
且
の

（
上
級
内
科
医
）
で
あ
り
、
パ
リ
の
王
立
ア
カ
デ
ミ
ー
に
属
し
た
。

筆
者
は
こ
の
本
の
現
物
を
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
中
央
図
書
館
で
確
認
し
た
。

翻
訳
者
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
フ
ァ
ン
・
デ
ヴ
ェ
ン
テ
ル
畠
①
ロ
号
房
く
勉
国
ロ
の
ぐ
①
具
①
ユ
に
つ
い
て
、
簡
単
に
記
す
。
一
六
五
一
年
三
月
一
六

（
釦
）

日
に
生
ま
れ
た
。
彼
の
墓
の
碑
文
に
よ
る
と
ハ
ー
グ
生
ま
れ
と
な
っ
て
い
る
が
、
ラ
イ
デ
ン
の
ホ
ー
ホ
ラ
ン
ト
教
会
（
国
○
○
哩
四
目
の
ｇ
①

（
鋤
）

〆
①
烏
）
で
一
六
五
一
年
三
月
一
九
日
に
洗
礼
を
受
け
た
記
録
が
あ
り
、
ラ
イ
デ
ン
生
ま
れ
が
正
し
い
で
あ
ろ
う
。
父
は
皮
革
製
品
の
商
人
で
、

デ
ヴ
ェ
ン
テ
ル
は
金
細
工
師
と
し
て
訓
練
さ
れ
た
。

一
七
歳
の
時
、
フ
ラ
ン
ス
の
聖
職
者
ラ
バ
デ
ィ
（
両
国
号
旨
冨
＆
①
）
と
出
会
い
、
彼
の
グ
ル
ー
プ
の
一
員
と
な
り
、
あ
ち
こ
ち
放
浪
し

（
鋤
）

な
が
ら
、
内
科
、
外
科
、
産
科
の
技
術
を
身
に
つ
け
た
。

ウ
ィ
ー
ゥ
ェ
ル
ト
（
弓
耐
匡
葛
の
ａ
）
で
開
業
し
た
が
、
一
度
以
上
デ
ン
マ
ー
ク
宮
廷
に
呼
ば
れ
、
く
る
病
で
曲
が
っ
た
骨
の
整
形
外
科
的
治

療
の
供
覧
を
行
な
っ
た
。
こ
の
時
点
で
の
彼
の
医
療
職
と
し
て
の
位
置
付
け
は
、
ギ
ル
ド
外
科
医
、
あ
る
い
は
巡
回
医
療
職
ら
目
鼻
）
専

第
二
版
一
七
六
五
年
刊
。
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イ
デ
ン
の
外
科
医
で
あ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
語
へ
翻
訳
し
増
補
し
た
の
は
ョ
ハ
ネ
ス
・
バ
プ
テ
ィ
ス
タ
・
フ
ァ
ン
・
ラ
ム
ズ
ヴ
ェ
ー
ル
デ
（
旨
冨
邑
国
①
の
国
四
目
の
国
ぐ
、
ご

（
鍋
）

臣
日
面
言
用
ａ
①
）
と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
人
で
、
一
六
三
○
年
頃
、
ウ
ト
レ
ヒ
ト
で
生
ま
れ
、
ウ
ト
レ
ヒ
ト
大
学
で
医
学
を
学
ん
だ
。

（
弱
）

彼
は
Ｍ
Ｄ
だ
け
で
な
く
咄
Ｄ
も
名
乗
っ
て
い
た
が
、
恥
Ｄ
を
取
得
し
た
証
拠
は
見
当
ら
な
い
。
一
六
五
七
年
六
月
二
○
日
に
ウ
ト
レ
ヒ
ト

大
学
で
Ｍ
Ｄ
を
取
得
し
て
卒
業
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
開
業
し
た
。

（
妬
）

一
六
八
三
年
頃
ケ
ル
ン
に
移
り
、
解
剖
学
の
員
外
教
授
を
務
め
た
。
ケ
ル
ン
（
？
）
で
没
し
た
。

フ
ァ
ン
・
ラ
ム
ズ
ヴ
ェ
ー
ル
デ
の
初
版
は
ま
ず
一
六
七
一
年
に
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
一
七
四
八
年
の
再
版
が
上
記
の
書
で
、
外
科
医
の
た

め
の
序
文
が
デ
ィ
ク
テ
ン
に
よ
り
追
加
さ
れ
て
い
る
。

一
七
四
八
年
再
版
見
開
き
の
デ
ィ
ク
テ
ン
の
肩
書
き
は
ラ
イ
デ
ン
の
町
と
レ
イ
ン
ラ
ン
ト
⑦
冨
鼻
自
詞
ご
己
四
目
）
の
産
婆
講
師
、
ラ

こ
の
甥
は

享
年
五
八
歳
。

の
三
『
匡
侭
肘
．
シ
一
房
の
ロ
四
・
の
匿
禺
鷲
①
伊
胃
．
号
巨
穴
ぐ
①
耳
．
①
ロ
ぐ
閏
日
．
Ｑ
ｏ
ｏ
Ｈ
⑦
①
試
口
旨
討
口
函
巳
員
酔
冒
里
①
庁
己
幽
冒
目
①
弓
浅
．

ラ
テ
ン
語
外
科
書
の
フ
ァ
ン
・
ラ
ム
ズ
ヴ
ェ
ー
ル
デ
（
ぐ
四
口
届
目
国
乏
用
ａ
①
）
に
よ
る
翻
訳
書
の
序
文
を
デ
ィ
ク
テ
ン
が
担
当
。

ド
イ
ツ
人
原
著
者
ョ
ハ
ン
・
シ
ョ
ル
ッ
・
ス
ク
ル
テ
ト
ゥ
ス
（
旨
冨
国
ご
評
言
一
国
浮
巳
蔚
白
巴
は
一
五
九
五
年
一
○
月
一
二
日
に
ド
イ
ツ

（
羽
）
、
（
弧
）

の
ウ
ル
ム
ａ
言
）
に
生
ま
れ
、
一
五
歳
で
パ
ド
バ
大
学
に
入
り
医
学
を
学
び
、
一
六
一
二
年
に
医
師
の
資
格
を
得
る
。

そ
の
後
ウ
ィ
ー
ン
へ
行
き
、
三
○
歳
で
ウ
ル
ム
に
帰
り
、
市
医
と
な
っ
た
。
一
六
四
五
年
一
二
月
一
日
に
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
命
冒
ヰ
ー

（
鋤
）
、
（
別
）

彊
巳
で
客
死
し
た
。
享
年
五
○
歳
。

彼
の
没
後
の
一
六
五
三
年
に
同
姓
同
名
の
甥
が
こ
の
本
の
原
書
を
編
集
・
公
刊
し
た
。

（
錨
）
、
（
鋼
）

こ
の
甥
は
一
六
二
一
年
八
月
七
日
に
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
（
ｚ
胃
号
①
侭
）
に
生
ま
れ
、
そ
こ
で
開
業
し
、
一
六
八
○
年
二
月
一
三
日
に
没
し
た
。

一
七
四
八
年
再
版
に
つ
い
て
も
筆
者
は
実
際
に
検
分
し
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
中
央
図
書
館
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
中
央
図
書
館
、
ラ
イ
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デ
ン
の
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
博
物
館
図
書
館
に
こ
の
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
後
二
者
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。
い
ず
れ
も
同

年
版
で
あ
る
が
、
両
者
で
微
妙
な
違
い
が
認
め
ら
れ
た
。
い
ず
れ
も
館
外
持
出
禁
止
な
の
で
、
つ
き
あ
わ
せ
て
の
比
較
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

ラ
イ
デ
ン
大
学
版
は
上
巻
五
四
八
頁
、
下
巻
五
四
五
頁
の
計
一
、
○
九
三
頁
に
索
引
を
付
す
。
大
き
さ
は
一
四
・
五
ｍ
×
二
二
・
一
面
×

六
・
三
ｍ
で
あ
る
。
一
方
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
博
物
館
版
は
上
巻
五
四
五
頁
、
下
巻
五
四
三
頁
の
計
一
、
○
八
八
頁
に
索
引
を
付
し
た
。
大
き

さ
は
一
四
ｍ
×
二
一
叩
×
六
ｍ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
収
載
さ
れ
て
い
る
多
数
の
添
付
図
の
構
図
は
同
一
の
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
一
六
七
一
年
初
版
と
一
七
四
八
年
再
版
も
、
今
回
つ
き
あ
わ
せ
て
の
比
較
は
行
な
え
な
か
っ
た
が
、
デ
ィ
ク
テ
ン
の
序
文
が
後
者
に

加
え
ら
れ
た
こ
と
を
除
き
、
大
差
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

添
付
図
に
限
っ
て
は
、
同
じ
よ
う
で
あ
る
。

日
本
最
初
の
西
洋
医
学
書
は
一
七
○
六
年
の
楢
林
鎮
山
に
よ
る
「
紅
夷
外
科
宗
伝
』
で
あ
る
。
パ
レ
弓
四
融
）
原
著
の
《
序
の
○
①
ぐ
弓
①
の
号

冒
．
シ
日
寓
○
耐
①
勺
画
刷
》
（
初
版
、
一
五
七
五
年
刊
）
の
第
四
版
二
五
八
五
年
刊
）
を
パ
ト
ゥ
ス
（
○
国
胃
冒
の
）
が
オ
ラ
ン
ダ
語
に
翻
訳
し
て
、

己
の
、
ご
自
侭
①
①
ロ
号
○
胃
国
》
（
一
五
九
二
年
刊
）
と
し
て
出
版
し
た
が
、
「
紅
夷
外
科
宗
伝
』
の
挿
し
絵
は
一
六
四
九
年
刊
の
オ
ラ
ン
ダ
語

（
邪
）

版
あ
の
冨
層
四
版
）
よ
り
取
ら
れ
て
い
る
（
大
村
敏
郎
）
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
蒲
原
宏
氏
は
『
紅
夷
外
科
宗
伝
」
の
挿
し
絵
は
パ
レ
の
本
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
こ
の
ス
ク
ル
テ
ト
ゥ
ス
本
か
ら
も
取

（
粥
）

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

「
解
体
新
書
』
の
オ
ラ
ン
ダ
語
版
翻
訳
者
で
あ
る
デ
ィ
ク
テ
ン
が
こ
の
一
七
四
八
年
版
の
序
文
を
担
当
し
た
わ
け
で
、
日
本
の
藺
学
萌
芽
期

に
お
け
る
デ
ィ
ク
テ
ン
の
重
要
性
は
一
層
増
す
こ
と
に
な
ろ
う
。

⑤
巨
匡
ご
邑
閉
（
旨
ご
ゞ
筐
一
①
房
①
一
‐
ゞ
（
〕
民
邑
①
＆
‐
ｇ
帰
国
①
①
の
盲
目
侭
①
君
国
●
訂
ご
”
白
昌
里
旨
庁
．
く
四
●
ａ
○
日
，
ロ
四
国
．
四
四
く
閏
●
５
口
□
画
く
．
ぐ
臼
〕
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オ
ラ
ン
ダ
の
医
史
学
界
に
お
け
る
共
通
の
認
識
で
は
、
解
剖
学
に
お
い
て
デ
ィ
ク
テ
ン
と
同
世
代
の
Ｂ
・
Ｓ
・
ア
ル
ビ
ヌ
ス
田
閏
目
四
ａ

（
羽
）
、
（
師
）

四
凋
国
＆
シ
冒
口
屋
の
》
屋
君
‐
ミ
ヨ
）
の
解
剖
学
書
が
、
「
近
代
的
解
剖
学
書
」
の
始
ま
り
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ア
ル
ビ
ヌ
ス
の
解
剖
書
は
精
密
で
写
実
的
で
正
確
な
大
き
な
解
剖
図
を
収
め
て
い
る
。

一
方
、
ク
ル
ム
ス
と
デ
ィ
ク
テ
ン
の
『
解
剖
学
表
」
は
、
近
代
的
な
解
剖
学
書
と
は
み
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
「
バ
ロ
ッ
ク
解
剖
学
」
と
評
価

（
泥
）
、
（
師
）

さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
解
剖
図
が
小
さ
く
、
装
飾
過
多
で
、
真
実
を
伝
え
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ラ
イ
デ
ン
大
学
の
解
剖
学
教
授
Ｂ
・
Ｓ
・
ア
ル
ビ
ヌ
ス
は
、
デ
ィ
ク
テ
ン
が
外
科
医
ギ
ル
ド
の
要
職
に
あ
っ
た
時
、
そ
の
ギ
ル
ド
に
か
か

国
８
鴨
耳
目
房
ロ
．
冨
禺
ぐ
８
同
．
８
日
の
閏
．
豆
９
９
．
騨
号
．
言
２
言
①
昌
侭
．
シ
ョ
降
閏
呂
日
弓
窃
．

ラ
テ
ン
語
版
外
科
学
・
解
剖
学
・
内
科
学
書
の
ミ
ュ
ニ
ッ
ク
ス
に
よ
る
翻
訳
書
の
序
文
を
デ
ィ
ク
テ
ン
が
担
当
。
一
七
六
五
年
刊
。

翻
訳
者
ミ
ュ
ニ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は
③
で
説
明
し
た
。

こ
の
本
は
第
二
版
の
新
版
で
、
初
版
が
刊
行
さ
れ
た
は
ず
で
あ
る
が
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
中
央
図
書
館
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
中
央
図
書

館
、
ラ
イ
デ
ン
の
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
博
物
館
図
書
館
の
い
ず
れ
の
図
書
館
に
も
こ
の
初
版
は
蔵
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
初
版
が
一
七
四
○
年
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
序
文
と
タ
イ
ト
ル
ペ
ー
ジ
に
弓
色
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
大
学
中
央
図
書
館
と
ラ
イ
デ
ン
大
学
中
央
図
書
館
に
第
二
版
が
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
、
後
者
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
。

こ
の
本
で
注
目
す
べ
き
は
デ
ィ
ク
テ
ン
の
肩
書
き
に
Ｍ
Ｄ
が
付
い
て
い
る
点
で
あ
る
。

彼
は
一
七
三
九
年
六
月
二
八
日
に
ラ
イ
デ
ン
大
学
に
入
学
登
録
を
行
な
い
、
そ
の
学
識
ゆ
え
に
一
七
四
○
年
ま
で
に
Ｍ
Ｄ
を
授
与
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

で
あ
る
。四

、
オ
ラ
ン
ダ
解
剖
学
に
お
け
る
近
代
と
「
解
剖
学
表
』
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わ
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
デ
ィ
ク
テ
ン
が
一
七
三
四
年
に
「
解
剖
学
表
』
を
翻
訳
・
公
刊
し
た
際
に
、
こ
の
本
の
巻
頭
の
献
辞
で
、
デ
ィ

ク
テ
ン
は
Ｂ
・
Ｓ
・
ア
ル
ビ
ヌ
ス
を
称
賛
し
、
こ
の
本
を
彼
に
捧
げ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
は
三
項
の
①
で
述
べ
た
。

オ
ラ
ン
ダ
の
近
代
解
剖
学
の
始
祖
と
さ
れ
る
こ
の
Ｂ
・
Ｓ
・
ア
ル
ビ
ヌ
ス
の
履
歴
と
解
剖
学
上
で
の
業
績
、
そ
し
て
彼
の
解
剖
図
作
製
法

に
つ
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
文
献
を
も
と
に
検
討
す
る
。

Ｂ
・
Ｓ
・
ア
ル
ビ
ヌ
ス
田
①
。
旨
四
ａ
睦
①
侭
臥
ａ
と
豆
目
吊
）
は
一
六
九
七
年
二
月
二
四
日
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ン
・
デ
ル
・
オ
ー

デ
ル
大
学
教
授
で
後
に
ラ
イ
デ
ン
大
学
内
科
学
教
授
に
就
任
し
た
Ｂ
・
ア
ル
ビ
ヌ
ス
（
国
①
弓
旨
閏
目
の
シ
旨
邑
５
》
晟
認
‐
弓
曽
）
を
父
に
、
ス

ザ
ン
ナ
・
カ
タ
リ
ナ
・
リ
ン
グ
（
曾
の
四
国
己
四
○
画
昏
閂
言
四
国
眉
）
を
母
に
、
四
男
七
女
の
長
男
と
し
て
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ン
・
デ
ル
・

（
錦
）

オ
ー
デ
ル
（
甸
国
ご
穴
ご
風
四
口
Ｑ
閏
○
号
Ｈ
）
で
生
れ
た
。

（
兜
）

父
の
ラ
イ
デ
ン
大
学
教
授
就
任
に
伴
い
、
Ｂ
・
Ｓ
・
ア
ル
ビ
ヌ
ス
は
一
七
○
二
年
に
ラ
イ
デ
ン
に
転
居
し
た
。
一
七
○
九
年
九
月
一
六
日

に
は
一
二
歳
と
い
う
若
さ
で
、
Ｂ
・
Ｓ
・
ア
ル
ビ
ヌ
ス
は
ラ
イ
デ
ン
大
学
に
入
学
登
録
し
、
ま
ず
哲
学
講
義
を
受
講
し
、
次
い
で
お
そ
ら
く

（
胡
）
（
㈹
）
（
い
）
（
嘘
）
（
枢
）

一
七
一
二
年
か
ら
医
学
の
勉
強
を
開
始
し
た
。
彼
は
医
学
を
丙
画
匡
、
国
巳
○
○
、
ロ
①
良
の
耐
お
よ
び
国
○
①
吋
冨
画
く
①
か
ら
学
ん
だ
。
一
七
一
八
年
に

（
“
）
（
婚
）

は
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
に
留
学
し
、
医
学
の
勉
強
を
続
け
、
言
冒
堅
。
弓
と
ロ
ロ
ぐ
の
３
２
の
解
剖
学
と
外
科
学
の
講
義
に
出
席
し
た
。
し
か
し
彼

（
妬
）

は
パ
リ
に
六
か
月
間
し
か
滞
在
で
き
な
か
っ
た
。

ラ
イ
デ
ン
大
学
解
剖
学
教
授
ラ
ウ
角
四
巳
が
病
気
に
な
っ
た
た
め
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
管
理
者
に
よ
り
ラ
イ
デ
ン
ヘ
呼
び
戻
さ
れ
、
一
七

（
鞭
）

一
九
年
六
月
二
九
日
に
ラ
イ
デ
ン
大
学
解
剖
学
講
師
に
任
命
さ
れ
た
。
し
か
し
彼
は
ま
だ
学
位
を
取
得
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
同
年
九
月

（
幅
）

一
九
日
に
医
学
部
の
推
薦
に
よ
り
、
学
位
審
査
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
名
誉
医
学
博
士
号
（
Ｍ
Ｄ
）
を
授
与
さ
れ
た
。

そ
し
て
同
年
一
○
月
二
日
に
は
「
比
較
解
剖
学
ａ
①
目
胃
○
ョ
①
８
ョ
目
国
扁
こ
と
題
し
た
開
講
講
演
を
行
な
っ
た
。
こ
の
講
演
の
中
で
、

（
伯
）

彼
は
人
間
、
動
物
、
植
物
そ
し
て
鉱
物
の
解
剖
と
生
理
の
類
似
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

（
詔
）

一
七
二
一
年
九
月
七
日
に
は
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
教
授
の
特
別
な
推
薦
に
よ
り
解
剖
学
教
授
に
任
命
さ
れ
た
。
同
年
二
月
一
九
日
に
教
授
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ア
ル
ビ
ヌ
ス
が
教
授
に
就
任
し
て
し
ば
ら
く
は
、
解
剖
学
分
野
で
は
、
主
と
し
て
筋
学
と
骨
学
に
関
心
を
持
っ
た
。
一
七
二
六
年
に
刊
行

し
た
人
体
の
骨
に
関
す
る
本
（
《
巨
馬
旨
の
号
○
閉
ぎ
易
８
５
○
国
の
冒
日
煙
弓
）
の
中
で
、
骨
の
形
は
ヴ
ェ
ザ
リ
ウ
ス
と
エ
ウ
ス
タ
キ
ウ
ス
の

（
師
）

文
献
に
従
っ
て
左
右
対
称
に
画
か
れ
、
文
章
で
そ
れ
を
説
明
し
て
あ
る
。

（
部
）

中
‐
に
い
た
。

就
任
の
開
講
講
演
《
９
胃
ご
呂
四
の
白
く
①
国
目
ぐ
国
日
ゞ
名
画
①
且
苛
耳
旨
四
①
冒
日
画
昌
８
ｓ
○
国
の
８
侭
昌
８
口
①
邑
号
８
冨
呂
巳
昌
員
．
で
、

（
別
）

彼
は
正
確
な
観
察
の
重
要
性
と
、
顕
微
鏡
と
静
脈
色
素
注
射
を
利
用
し
た
広
い
範
囲
の
解
剖
学
研
究
に
つ
い
て
、
強
調
し
た
。
こ
の
講
演
の

（
別
）

内
容
に
そ
っ
て
、
彼
は
自
分
で
人
体
の
す
べ
て
の
部
分
の
見
事
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
、
完
成
さ
せ
た
。
そ
し
て
静
脈
色
素
注
射
の
技
術
を
利

（
別
）

用
し
て
、
そ
れ
ら
の
標
本
の
水
準
を
完
全
と
言
え
る
ま
で
に
高
め
た
。
静
脈
色
素
注
射
を
利
用
し
た
解
剖
標
本
は
、
現
在
も
ラ
イ
デ
ン
大
学

解
剖
学
研
究
室
標
本
の
特
徴
と
伝
統
に
な
っ
て
い
る
。

ア
ル
ビ
ヌ
ス
は
多
数
の
剖
検
を
行
な
い
、
彼
の
解
剖
学
知
識
を
充
実
さ
せ
た
。
教
授
職
に
つ
い
た
最
初
の
数
年
間
は
、
彼
は
ヴ
ェ
ザ
リ
ウ

（
魂
）
（
邸
）

ス
（
く
＄
農
吊
）
と
エ
ウ
ス
タ
キ
ウ
ス
日
５
国
ｇ
旨
里
が
出
版
し
た
解
剖
図
譜
を
利
用
し
た
。

一
七
二
五
年
に
ア
ル
ビ
ヌ
ス
は
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
と
共
に
、
ヴ
ェ
ザ
リ
ウ
ス
の
《
○
月
日
○
目
昌
画
四
目
８
日
］
８
２
８
寓
目
四
８
》
全
二
巻

（
乳
）
（
副
）

を
刊
行
し
た
。
こ
の
本
の
解
剖
図
は
ヤ
ン
・
ワ
ン
デ
ラ
ー
（
荷
。
言
四
目
里
四
閏
〕
届
ｇ
‐
弓
＄
）
に
よ
っ
て
画
か
れ
た
が
、
ワ
ン
デ
ラ
ー
は
す

（
弱
）

で
に
同
様
の
解
剖
図
の
描
写
を
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
の
友
人
の
解
剖
学
者
ル
イ
シ
ュ
昂
昌
の
ｏ
こ
の
た
め
に
行
な
っ
て
い
た
。
ワ
ン
デ
ラ
ー
の

（
鰯
）

画
は
繊
細
で
自
然
な
姿
に
忠
実
で
あ
り
、
そ
れ
が
こ
の
ヴ
ェ
ザ
リ
ウ
ス
の
解
剖
書
の
新
版
の
大
き
な
特
徴
で
あ
っ
た
。

ヴ
ェ
ザ
リ
ゥ
ス
の
製
図
者
の
芸
術
的
手
法
（
胃
房
胃
訂
呂
昌
目
①
）
Ｉ
ア
ル
ビ
ヌ
ス
は
こ
れ
を
絵
画
的
手
法
と
呼
ん
で
い
た
が
ｌ
に

（
邪
）

ア
ル
ビ
ヌ
ス
は
賛
意
を
表
し
は
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
彼
は
こ
の
本
の
公
刊
に
は
協
力
し
た
。

（
認
）

ア
ル
ビ
ヌ
ス
は
エ
ウ
ス
タ
キ
ウ
ス
の
図
に
見
ら
れ
る
、
よ
り
数
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
が
人
体
の
機
械
論
的
構
造
を
よ
り
正
し
く
表
現

（
別
）

す
る
か
ら
、
教
育
の
目
的
に
合
っ
て
い
る
と
信
じ
て
い
た
。
当
時
ア
ル
ビ
ヌ
ス
は
恩
師
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
教
授
の
唱
え
る
機
械
論
の
考
え
の
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こ
の
本
の
中
で
、
彼
は
理
想
的
に
釣
り
合
い
の
と
れ
た
人
間
《
９
日
○
胃
風
①
９
房
》
（
完
全
な
る
人
体
）
の
概
念
に
つ
い
て
、
す
で
に
言
及
し

（
卵
）

て
い
る
。
こ
の
概
念
は
機
械
的
平
衡
が
健
康
の
必
要
条
件
で
あ
り
、
こ
れ
は
人
体
の
組
織
の
最
小
部
分
に
ま
で
あ
て
は
め
る
こ
と
が
で
き
る

と
し
た
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
の
考
え
（
機
械
論
）
に
そ
っ
て
お
り
、
肉
眼
的
水
準
で
ア
ル
ビ
ヌ
ス
は
《
９
日
○
月
風
①
、
白
の
．
の
概
念
を
考
え
だ
し

（
槻
）

た
の
で
あ
る
。
彼
は
こ
の
《
ｇ
ョ
○
月
吋
吋
鼻
吊
》
を
最
も
可
能
性
の
高
い
、
完
全
さ
の
象
徴
で
あ
る
と
考
え
た
。

ヴ
ェ
ザ
リ
ウ
ス
の
《
○
月
国
○
日
日
⑫
囚
ロ
呉
○
日
』
８
２
の
三
目
吋
哩
８
》
全
二
巻
を
刊
行
し
た
直
後
の
一
七
二
六
年
に
、
早
く
も
ア
ル
ピ
ヌ
ス

と
ワ
ン
デ
ラ
ー
は
骨
格
と
筋
肉
構
造
を
写
実
的
に
描
写
す
る
試
み
を
始
め
た
。
多
数
の
死
体
の
中
か
ら
、
ア
ル
ビ
ヌ
ス
は
理
想
的
な
骨
格
と

理
想
的
に
均
整
の
と
れ
た
骨
と
筋
肉
を
持
つ
死
体
を
選
び
出
し
た
。
理
想
的
な
機
械
的
均
衡
を
表
現
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
対
称
性
が
、

（
詔
）

そ
の
選
択
の
際
に
は
重
視
さ
れ
た
（
筆
者
註
人
体
の
形
態
や
構
造
は
決
し
て
対
称
的
で
な
い
こ
と
は
、
現
在
の
医
学
、
解
剖
学
で
は
自
明
で
あ
る
）
。

（
調
）

一
七
三
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
ア
ル
ビ
ヌ
ス
の
筋
学
書
《
宣
降
員
同
昌
吊
の
昌
昌
目
胃
ョ
冒
尉
ゞ
の
解
剖
図
は
、
手
の
筋
肉
を
描
写
し
た
秀
れ

た
図
を
含
む
人
体
の
全
筋
肉
の
非
常
に
詳
細
な
解
剖
図
で
あ
る
。
ひ
と
組
み
の
コ
ン
パ
ス
と
定
規
を
利
用
し
て
、
紙
の
上
に
対
象
を
転
写
さ

せ
た
ヤ
ン
・
ワ
ン
デ
ラ
ー
の
最
初
の
仕
事
で
あ
る
。

ア
ル
ビ
ヌ
ス
の
骨
学
と
筋
学
の
書
の
中
で
、
す
べ
て
の
筋
肉
と
骨
と
は
個
別
に
描
写
さ
れ
、
互
い
に
関
係
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ

の
筋
肉
ご
と
に
、
筋
肉
の
骨
の
起
始
部
と
付
着
部
を
理
想
的
に
描
写
す
る
こ
と
に
よ
り
、
筋
肉
の
構
造
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
最
初
の
部

（
帥
）
（
御
）

分
『
骨
格
と
筋
肉
」
を
ア
ル
ビ
ヌ
ス
は
一
七
四
七
年
に
完
成
さ
せ
、
一
七
五
三
年
に
は
引
き
続
い
て
「
骨
」
に
つ
い
て
の
部
分
を
刊
行
し
た
。

（
舵
）

こ
れ
ら
は
解
剖
学
専
門
家
向
け
の
程
度
の
高
い
ア
ル
ビ
ヌ
ス
著
の
解
剖
学
書
、
《
シ
邑
昌
○
国
威
○
．
隅
〉
と
呼
ば
れ
る
八
巻
本
の
一
部
で
あ
る
。

ア
ル
ビ
ヌ
ス
の
解
剖
図
譜
作
製
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
画
家
ヤ
ン
・
ワ
ン
デ
ラ
ー
（
苗
ご
乏
騨
目
①
置
閏
｝
屋
君
‐
弓
＄
）
の
履
歴
と
彼
の
解

剖
図
譜
作
製
の
技
法
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

（
田
）

ア
ル
ビ
ヌ
ス
が
ワ
ン
デ
ラ
ー
と
知
り
合
い
に
な
っ
た
の
は
一
七
二
三
年
の
こ
と
で
あ
る
。
ワ
ン
デ
ラ
ー
は
甸
巳
胃
ｇ
瓜
の
○
弓
ｇ
お
よ
び

口
①
旧
臼
吋
＄
鼎
の
弟
子
で
あ
り
、
製
図
家
、
画
家
、
銅
版
画
工
で
彫
版
工
で
あ
っ
た
。
解
剖
図
画
家
と
し
て
の
道
を
歩
む
前
に
は
、
二
、
三
人
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、
マ
ー
ュ
ゴ

戸
７
〕

協
の
形
を
と
っ
た
。

（
胡
）

ア
ル
ピ
ヌ
ス
の
仕
事
を
通
じ
、
常
に
画
家
の
仕
事
を
修
正
し
、
そ
の
よ
う
に
し
て
ワ
ン
デ
ラ
ー
を
「
画
家
の
手
の
中
に
あ
る
道
具
の
よ
う
に
」

（
加
）

使
っ
た
。
ア
ル
ピ
ヌ
ス
が
ペ
ト
ル
ス
・
カ
ム
ペ
ル
弓
①
耳
吊
○
ｍ
日
扁
『
）
へ
の
手
紙
の
中
で
記
載
さ
れ
た
こ
の
表
現
で
は
、
ワ
ン
デ
ラ
ー
を

ア
ル
ビ
ヌ
ス
の
手
の
中
に
あ
る
意
志
の
な
い
道
具
に
哺
え
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
れ
は
、
決
し
て
真
実
と
は
言
え
な
か

っ
た
。
ア
ル
ピ
ヌ
ス
自
身
は
画
家
で
は
な
か
っ
た
し
、
そ
れ
故
に
、
彼
は
常
に
画
家
の
熟
練
し
た
技
術
を
頼
り
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ

後
、
一
人
息
子
が
死
亡
し
た
際
、

最
高
の
環
境
が
で
き
あ
が
っ
た
。

（
師
）

年
に
と
り
か
か
っ
た
。

っ
た
。
ア
ル
ピ
『

た
か
ら
で
あ
る
。

（
例
）

の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
長
の
肖
像
画
を
描
い
て
い
る
。
ワ
ン
デ
ラ
ー
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
解
剖
講
堂
で
解
剖
学
の
勉
強
を
し
、
フ
レ
デ
リ

（
例
）

ツ
ク
・
ル
イ
シ
ュ
の
た
め
に
解
剖
標
本
の
彫
版
を
作
製
し
た
。

ワ
ン
デ
ラ
ー
は
ル
イ
シ
ュ
を
介
し
て
、
ブ
ー
ル
ハ
ー
ヴ
ェ
と
ア
ル
ビ
ヌ
ス
に
出
会
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
前
述
し
た
よ
う
に
ヴ
ェ
ザ
リ
ウ
ス

の
解
剖
図
を
描
き
直
し
た
。
こ
の
仕
事
の
間
に
、
完
全
な
解
剖
図
の
完
成
と
い
う
ワ
ン
デ
ラ
ー
の
芸
術
家
と
し
て
の
抱
負
が
、
ア
ル
ピ
ヌ
ス

（
“
）

の
解
剖
学
者
と
し
て
の
抱
負
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
判
っ
た
。

（
侭
）
（
妬
）

ワ
ン
デ
ラ
ー
の
胎
児
骨
と
手
を
描
い
た
習
作
は
、
た
い
へ
ん
出
来
が
良
か
っ
た
の
で
、
ア
ル
ビ
ヌ
ス
は
す
ぐ
自
分
の
解
剖
図
譜
作
製
の
た

め
に
、
ワ
ン
デ
ラ
ー
を
雇
用
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
ワ
ン
デ
ラ
ー
は
ラ
イ
デ
ン
の
ア
ト
リ
エ
で
、
最
初
の
実
験
的
な
図
の
作
製
に
一
七
二
四

ワ
ン
デ
ラ
ー
は
ア
ル
ビ
ヌ
ス
に
よ
る
修
正
の
命
令
を
単
純
に
受
け
入
れ
（
理
想
的
な
解
剖
上
の
形
状
に
関
す
る
修
正
）
、
一
方
ア
ル
ビ
ヌ
ス
は

ワ
ン
デ
ラ
ー
の
描
写
技
術
に
影
響
を
お
よ
ぼ
す
ど
の
よ
う
な
試
み
も
控
え
た
。
ア
ル
ビ
ヌ
ス
と
ワ
ン
デ
ラ
ー
の
協
力
関
係
は
こ
の
よ
う
な
妥

一
七
三
二
年
に
ワ
ン
デ
ラ
ー
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
去
り
、
ラ
イ
デ
ン
近
く
の
小
村
ワ
ー
モ
ン
ド
（
言
閏
ョ
○
且
）
に
移
り
住
ん
だ
。
数
年

（
館
）

一
人
息
子
が
死
亡
し
た
際
、
ワ
ン
デ
ラ
ー
は
ア
ル
ビ
ヌ
ス
の
家
に
寄
宿
し
た
。
こ
う
し
て
、
解
剖
学
者
と
画
家
の
情
報
交
換
に
と
っ
て
、
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ア
ル
ビ
ヌ
ス
は
骨
格
を
人
体
の
基
礎
と
み
な
し
た
。
他
の
器
官
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
種
の
法
則
や
規
則
に
従
っ
て
関
係
し
て
い
る
人
類
の
特

（
お
）

殊
な
基
質
と
し
て
、
理
想
的
に
形
づ
く
ら
れ
た
骨
格
と
と
も
に
、
彼
は
理
想
的
な
人
間
の
形
状
に
つ
い
て
の
彼
の
考
え
方
を
紹
介
し
た
。

ア
ル
ビ
ヌ
ス
の
第
三
の
関
心
は
密
接
に
生
命
に
近
い
骨
格
に
美
の
表
現
を
与
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
は
長
さ
、
優
雅
さ
、
そ
し
て
調
和

（
乃
）

に
基
礎
を
置
い
た
生
命
力
の
表
現
を
狙
っ
た
。

ア
ル
ビ
ヌ
ス
の
《
９
日
○
月
匙
⑦
只
扁
．
は
数
体
の
死
体
の
寸
法
か
ら
計
算
さ
れ
た
標
準
サ
イ
ズ
の
人
体
で
あ
る
。
ア
ル
ビ
ヌ
ス
は
人
体
が

成
熟
し
て
完
成
に
達
す
る
歳
を
三
○
歳
と
信
じ
て
い
た
の
で
、
年
齢
が
三
○
歳
前
後
の
典
型
的
な
若
い
死
体
だ
け
を
選
択
し
、
彼
の
信
じ
る

ワ
ン
デ
ラ
ー
が
従
う
こ
と
を
強
い
ら
れ
た
法
則
は
、
ア
ル
ビ
ヌ
ス
の
《
９
日
○
月
熟
①
９
房
〕
に
つ
い
て
の
考
え
方
と
、
解
剖
学
的
描
写
の
客

観
性
、
対
称
性
お
よ
び
生
命
力
の
追
求
に
基
礎
を
お
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
人
体
の
種
々
の
部
分
を
ア
ル
ビ
ヌ
ス
は
で
き
る
限
り
客
観
的
に

描
き
た
か
っ
た
の
で
、
形
状
、
位
置
、
別
の
構
造
へ
の
変
化
、
そ
し
て
他
の
構
造
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
、
正
確
に
描
写
す
る
こ
と
が
求

（
別
）

坐
め
っ
た
。

言
い
換
え
れ
ば
、
二
つ
の
次
元
に
お
い
て
、
人
体
の
完
全
に
真
に
迫
っ
た
写
し
換
え
を
ア
ル
ピ
ヌ
ス
は
望
ん
だ
。
そ
の
た
め
、
正
確
な
計

測
と
正
確
な
サ
イ
ズ
で
の
紙
へ
の
転
写
が
必
要
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ア
ル
ビ
ヌ
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
の
輪
郭
を
明
瞭
に
示
す
こ

と
を
望
ん
だ
の
で
、
客
観
的
に
表
現
す
る
と
い
う
上
記
の
要
求
に
は
不
自
然
な
要
素
が
入
り
込
ん
だ
。
筋
肉
は
自
然
の
状
態
で
、
輪
郭
は
は

（
沼
）

っ
き
り
と
示
せ
な
い
の
で
、
こ
れ
は
と
く
に
筋
肉
の
描
写
の
際
に
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
。

ア
ル
ビ
ヌ
ス
の
《
冒
日
Ｏ
Ｒ
Ｈ
尉
只
易
）
の
た
め
の
第
二
の
必
要
条
件
は
、
均
整
に
よ
っ
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
美
の
理
想
で
あ
る
対
称
性
で

（
花
）

め
ら
れ
た
。

先
、
人
体
の
標
本
を
年
々
収
集
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
理
想
的
な
均
整
を
ア
ル
ビ
ヌ
ス
は
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
ら
の
理
想
的
な

サ
イ
ズ
は
、
平
均
の
、
あ
る
い
は
ア
ル
ビ
ヌ
ス
が
提
唱
し
た
よ
う
に
、
自
然
と
も
っ
と
も
良
く
調
和
す
る
も
っ
と
も
普
通
の
サ
イ
ズ
で
あ
っ
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（
刀
）

美
の
理
想
《
９
日
○
月
熟
①
の
目
の
》
を
追
求
し
た
。

お
お
む
ね
理
想
的
な
サ
イ
ズ
の
若
い
男
性
の
死
体
を
選
ん
で
、
骨
格
を
描
写
し
た
。
遠
近
法
の
歪
み
を
伴
う
こ
と
な
し
に
、
で
き
る
だ
け

（
万
）

正
確
に
《
９
日
○
月
風
①
只
匡
⑳
）
の
割
合
を
紙
の
上
に
転
写
す
る
試
み
が
行
な
わ
れ
た
。

（
浦
）

こ
れ
を
成
し
遂
げ
る
た
め
、
二
段
階
で
製
図
が
行
な
わ
れ
た
。

第
一
段
階
で
は
、
四
○
フ
ィ
ー
ト
（
約
一
二
ｍ
）
の
距
離
か
ら
《
昏
国
ｇ
ｇ
○
日
２
日
》
と
名
付
け
た
覗
き
孔
を
通
し
て
、
全
身
の
骨
格
を

描
い
た
。
そ
の
た
め
骨
格
の
位
置
は
す
べ
て
ほ
ぼ
正
確
な
角
度
で
表
現
さ
れ
た
。
こ
の
方
法
は
投
射
（
冒
且
①
８
ぐ
巴
）
法
、
あ
る
い
は
構
造

（
閏
呂
扁
ｇ
ｏ
国
ご
法
と
し
て
知
ら
れ
る
。
七
・
三
ｍ
四
方
の
正
方
形
の
ワ
ク
が
骨
格
の
直
前
に
設
置
さ
れ
た
。
製
図
者
側
の
紙
の
方
眼
の
中

（
沼
）

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
正
方
形
の
中
の
線
が
転
写
さ
れ
た
。

第
二
段
階
は
、
や
は
り
四
○
フ
ィ
ー
ト
（
約
一
二
ｍ
）
の
距
離
か
ら
描
か
れ
た
輪
郭
の
中
に
、
さ
ら
に
詳
細
に
描
か
れ
た
。
さ
ら
に
小
さ

い
一
辺
が
七
・
三
ｍ
四
方
の
正
方
形
の
ワ
ク
を
標
本
の
手
前
四
フ
ィ
ー
ト
（
約
一
・
二
ｍ
）
の
と
こ
ろ
に
正
確
に
置
き
、
そ
こ
か
ら
さ
ら
に

（
犯
）

細
か
く
骨
の
輪
郭
を
え
ど
る
こ
と
に
な
る
。
製
図
者
も
そ
の
ワ
ク
の
手
前
に
立
ち
、
正
方
形
の
ワ
ク
を
通
し
て
、
線
を
ス
ケ
ッ
チ
す
る
。

こ
の
方
法
で
た
い
へ
ん
リ
ア
ル
な
骨
格
図
が
描
か
れ
た
の
で
あ
る
。
し
が
し
な
が
ら
、
細
部
に
わ
た
る
と
問
題
が
あ
っ
た
。
足
の
よ
う
に

小
さ
く
て
不
規
則
な
物
体
の
描
写
の
際
に
、
遠
近
法
に
よ
る
歪
み
が
生
じ
た
。

ア
ル
ビ
ヌ
ス
は
こ
の
方
法
を
個
々
の
骨
の
描
写
に
適
用
す
る
こ
と
は
ぜ
ず
、
コ
ン
パ
ス
と
定
規
の
助
け
を
借
り
て
、
投
影
法
で
全
身
の
骨

格
を
完
全
に
描
写
し
た
。
そ
れ
は
完
全
さ
の
象
徴
と
し
て
、
左
右
対
称
に
描
か
れ
た
。

ア
ル
ビ
ヌ
ス
の
偉
大
な
業
績
は
解
剖
学
分
野
だ
け
で
な
く
生
理
学
分
野
に
も
お
よ
び
、
ま
た
一
七
四
六
年
以
後
は
解
剖
学
教
授
か
ら
内
科

（
門
）

学
教
授
へ
と
そ
の
専
門
を
変
え
た
。
ア
ル
ビ
ヌ
ス
の
解
剖
学
分
野
以
外
で
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。

ア
ル
ピ
ヌ
ス
の
名
声
は
主
と
し
て
彼
の
華
麗
な
解
剖
図
譜
に
よ
っ
て
沸
き
上
が
っ
た
。
彼
は
「
完
全
な
る
解
剖
学
《
四
自
画
８
日
閉
月
吋
‐

貯
昌
○
画
」
の
父
と
称
賛
さ
れ
、
彼
の
解
剖
図
譜
こ
そ
が
オ
ラ
ン
ダ
の
近
代
解
剖
学
の
始
ま
り
と
、
後
世
の
解
剖
学
者
や
医
史
学
者
に
よ
り
、
評
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価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ア
ル
ピ
ヌ
ス
の
《
言
ョ
○
口
閏
貯
９
易
》
の
哲
学
に
基
づ
い
た
大
き
な
美
し
い
解
剖
図
譜
と
比
較
し
、
ク
ル
ム
ス
、
デ
ィ
ク
テ
ン
の
「
解
剖
学

表
」
は
、
版
型
が
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
小
さ
い
ポ
ヶ
ッ
ト
サ
イ
ズ
で
あ
る
。
ま
た
収
載
し
て
あ
る
解
剖
図
の
作
製
に
際
し
て
も
、
ア
ル
ビ

ヌ
ス
の
払
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
解
剖
図
作
製
の
た
め
の
精
巧
な
技
術
と
手
間
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
安
易
な
方
法
が
、
ク
ル
ム
ス
、

デ
ィ
ク
テ
ン
の
『
解
剖
学
表
」
の
編
集
の
際
に
は
と
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
死
体
の
精
密
な
描
写
な
ど
は
行
な
わ
れ
ず
、
既
出
の
解
剖
学

者
向
け
の
図
譜
か
ら
、
そ
の
エ
ッ
セ
ン
ス
だ
け
を
取
り
出
し
、
図
を
縮
小
し
、
デ
フ
ォ
ル
メ
し
て
、
『
解
剖
学
表
』
に
掲
載
し
た
。

解
剖
学
者
だ
け
で
な
く
、
解
剖
学
を
そ
の
医
学
教
育
の
最
初
の
段
階
で
修
得
す
る
現
在
の
医
師
、
医
学
者
の
目
か
ら
は
、
史
料
に
基
づ
い

て
こ
の
点
を
検
証
す
る
ま
で
も
な
く
、
両
者
の
解
剖
図
を
一
目
比
較
す
る
だ
け
で
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
。

ク
ル
ム
ス
の
解
剖
書
の
解
剖
図
が
装
飾
過
多
で
、
真
実
を
伝
え
て
い
な
い
と
評
価
さ
れ
て
い
る
点
は
、
す
で
に
一
八
世
紀
中
に
、
ク
ル
ム

ス
と
同
時
代
人
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
人
解
剖
学
者
の
シ
、
勺
日
牙
巴
に
よ
り
、
「
ク
ル
ム
ス
は
解
剖
に
対
し
高
い
見
識
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
そ
れ
は
時
代
遅
れ
の
見
識
で
、
し
ば
し
ば
劣
っ
た
引
用
を
し
て
い
る
。
冨
煙
言
億
三
の
業
績
の
紹
介
を
忘
れ
、
時
代
遅
れ
の
国
邑
８
、

（
抑
）
、
（
帥
）

く
①
号
９
８
お
よ
び
弔
巴
９
口
の
業
績
を
称
賛
し
て
い
る
」
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。

（
判
）

こ
の
鋭
い
批
判
か
ら
も
判
る
よ
う
に
、
ク
ル
ム
ス
は
一
八
世
紀
の
解
剖
学
者
と
し
て
は
、
当
時
か
ら
高
い
評
価
を
得
て
い
な
い
。
そ
し
て

（
訂
）

ク
ル
ム
ス
と
デ
ィ
ク
テ
ン
の
「
解
剖
学
表
』
は
、
疑
い
も
な
く
オ
ラ
ン
ダ
の
大
学
の
解
剖
学
教
育
の
水
準
に
達
し
な
い
書
と
評
価
さ
れ
て
い
る

（
大
学
の
解
剖
学
教
育
の
水
準
に
達
し
た
近
代
的
な
図
譜
は
、
デ
ィ
ク
テ
ン
が
ラ
イ
デ
ン
の
ギ
ル
ド
の
要
職
を
務
め
た
時
代
の
ラ
イ
デ
ン
大
学
解
剖
学
教

授
Ｂ
・
Ｓ
・
ア
ル
ビ
ヌ
ス
が
著
し
た
）
。
し
か
し
こ
の
本
は
オ
ラ
ン
ダ
の
外
科
医
界
に
広
く
普
及
し
、
外
科
医
に
向
け
て
よ
く
売
れ
、
版
を
重
ね

ア
」
０

斗
Ｊ
〃

従
っ
て
（
大
学
の
水
準
の
）
解
剖
学
の
業
績
で
、
当
時
か
ら
ク
ル
ム
ス
は
ョ
－
ロ
ッ
パ
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

医
史
学
は
大
学
を
基
盤
と
し
て
、
大
学
人
に
よ
り
研
究
さ
れ
て
き
た
学
問
で
あ
る
の
で
、
ク
ル
ム
ス
も
デ
ィ
ク
テ
ン
も
、
ほ
と
ん
ど
文
献
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デ
ィ
ク
テ
ン
の
史
料
検
索
、
読
解
に
あ
た
り
、
ラ
イ
デ
ン
大
学
Ｈ
・
ボ
イ
ケ
ル
ス
教
授
の
助
け
を
借
り
た
。
こ
こ
に
深
謝
す
る
。
こ
の
論

文
の
研
究
費
の
一
部
は
文
部
省
科
学
研
究
費
（
基
盤
研
究
Ｃ
ｌ
二
’
一
○
六
八
○
○
○
九
）
を
充
て
た
。

に
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
『
解
剖
学
表
」
が
オ
ラ
ン
ダ
の
外
科
医
に
向
け
て
よ
く
売
れ
た
か
ら
、
ま
た
バ
ロ
ッ
ク
解
剖
学
的
な
図
譜
で
は
あ
る
が
、
コ
ン
パ

ク
ト
に
解
剖
図
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
人
外
科
医
を
通
じ
、
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。

ョ
－
ロ
ッ
パ
で
は
前
近
代
的
と
評
価
さ
れ
る
『
解
剖
学
表
』
の
翻
訳
書
「
解
体
新
書
」
が
、
日
本
で
は
近
代
医
学
の
始
ま
り
と
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
点
は
、
評
価
自
体
の
質
に
根
本
的
な
違
い
が
あ
る
ゆ
え
、
興
味
深
い
・

大
学
の
解
剖
学
の
水
準
に
照
ら
し
て
の
『
解
剖
学
表
」
の
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
芳
し
く
な
い
評
価
を
我
々
が
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
こ

と
が
そ
の
理
由
の
一
つ
で
あ
る
が
、
ま
た
「
近
代
」
と
い
う
用
語
の
定
義
が
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
と
日
本
で
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
、
も

う
一
つ
の
理
由
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

日
本
に
お
い
て
「
近
代
化
」
と
い
う
用
語
は
、
無
意
識
的
に
し
ば
し
ば
「
西
洋
化
」
と
同
じ
意
味
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
意

味
合
い
に
お
い
て
、
前
近
代
的
な
バ
ロ
ッ
ク
解
剖
学
の
『
解
体
新
書
」
も
、
日
本
で
は
「
近
代
」
に
含
ま
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

文
献
お
よ
び
註

（
１
）
ラ
イ
デ
ン
市
公
文
書
館
史
料
Ａ
Ｇ
（
Ｐ
月
匡
２
２
く
回
国
号
の
昌
号
ロ
の
略
、
以
下
同
じ
）
単
臼
尻
扁
目
国
民
．
韻

（
２
）
（
１
）
よ
り
逆
算
。

（
３
）
ラ
イ
デ
ン
市
公
文

（
４
）
ラ
イ
デ
ン
市
公
文

ラ
イ
デ
ン
市
公
文
書
館

ラ
イ
デ
ン
市
公
文
書
館

史
料
Ａ
Ｇ
璽
臼
尻
扁
８
回
忌
．
篭

史
料
Ａ
Ｇ
四
日
辱
昂
ｇ
国
民
．
韻
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（
５
）
ラ
イ
デ
ン
市
公
文
書
館
史
料
Ａ
Ｇ
誤
昌
〆
口
の
ｏ
三
①
ご
息
・
．

（
６
）
ラ
イ
デ
ン
市
公
文
書
館
史
料
Ａ
Ｇ
四
日
尻
目
の
、
三
①
。
患
い
．

（
７
）
ラ
イ
デ
ン
市
公
文
書
館
史
料
Ａ
Ｇ
韻
』
開
口
①
ｏ
胃
の
ロ
雪
切
．

（
８
）
ク
ネ
ヒ
ト
と
は
徒
弟
に
な
り
、
数
年
間
親
方
か
ら
教
育
を
受
け
、
最
初
の
資
格
を
得
た
以
後
の
身
分
で
あ
る
。
従
っ
て
、
広
義
の
徒
弟
期
間
は
ま

っ
た
く
資
格
を
有
し
な
い
前
半
の
狭
義
の
徒
弟
で
あ
る
期
間
と
、
最
初
の
資
格
試
験
に
合
格
し
た
後
の
ク
ネ
ヒ
ト
と
呼
ば
れ
る
期
間
か
ら
な
る
。
ク

理
念
と
し
て
は
以
上
の
よ
う
で
あ
る
が
、
一
次
史
料
お
よ
び
現
在
の
オ
ラ
ン
ダ
人
の
論
文
に
は
、
狭
義
の
徒
弟
、
有
資
格
徒
弟
の
い
ず
れ
も
を
ク

ネ
ヒ
ト
で
表
現
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
す
で
に
原
史
料
に
お
い
て
混
乱
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
本
論
文
へ
の
引
用
は
、
状
況
を
見
な
が
ら
両
者

の
使
い
分
け
を
慎
重
に
行
な
っ
た
。

（
９
）
ラ
イ
デ
ン
市
公
文
書
館
史
料
Ａ
Ｇ
四
閨
閥
口
①
。
言
の
回
国
Ｐ

面
）
町
外
科
医
と
は
町
で
開
業
し
て
い
る
外
科
医
を
意
味
し
な
い
・
町
外
科
医
は
市
当
局
に
よ
り
任
命
さ
れ
た
公
職
で
あ
り
、
困
窮
者
収
容
所
に
収
容

さ
れ
て
い
る
病
人
や
、
貧
し
い
病
人
に
対
し
、
外
科
治
療
を
施
し
た
。

（
Ⅱ
）
ラ
イ
デ
ン
市
公
文
書
館
史
料
弓
①
扇
。
ｚ
○
日
言
昌
①
Ｐ
の
望
留
．

（
吃
）
ラ
イ
デ
ン
市
公
文
書
館
史
料
Ａ
Ｇ
韻
］
〆
ロ
①
の
胃
の
口
笛
一
・

面
）
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ユ
ー
ル
ホ
ー
ル
ン
国
①
冒
胃
時
白
ｇ
ｏ
ョ
）
屋
電
‐
弓
急
）
外
科
医
。
ド
イ
ツ
人
外
科
学
者
ハ
ィ
ス
テ
ル
の
「
外
科
学
」
を
蘭

（
皿
）
ラ
イ
デ
ン
市
公
文
書
館

（
鴫
）
ラ
イ
デ
ン
市
公
文
書
館

（
略
）
ラ
イ
デ
ン
市
公
文
書
館

（
Ⅳ
）
ラ
イ
デ
ン
市
公
文
書
館

（
肥
）
ラ
イ
デ
ン
市
公
文
書
館

（
田
）
ラ
イ
デ
ン
市
公
文
書
館

ネ
ヒ
ト
を
有
資
格
徒
弟
と
し
た
。

訳
し

た
○

史
料
史
料
史
料
史
料
史
料
史
料

Ａ
Ｇ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｇ
Ａ
Ｇ

いい。。C9CC四
・1Q-1。~1Q1U~1Q－I
－ｰｰｰｰｰ

【
国
①
具
再
①
ロ
〔
雪
．

【
ご
Ｒ
ゴ
毎
口
命
』
ｇ

【
国
月
三
①
ロ
〔
』
Ｓ

【
ロ
円
胃
①
国
帛
」
急

沢
口
①
旦
暮
①
ご
〔
』
旨

氏
ご
Ｒ
胃
①
己
氏
巨
昌
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（
調
）
酒
井
恒
『
タ
ー
ヘ
ル
ァ
ナ
ト
ミ
ア
と
解
体
新
書
』
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
名
古
屋
、
一
九
八
六

（
Ｕ
原
文
で
は
「
医
学
」
と
翻
訳
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
部
の
国
①
①
房
匡
且
の
は
、
正
確
に
は
「
外
科
学
」
と
翻
訳
す
る
ほ
う
が
正
し
い
と
考
え
ら
れ

る
の
で
、
そ
の
よ
う
に
書
き
直
し
た
。

（
詔
）
国
①
。
日
時
弔
昌
旨
、
①
目
色
己
盟
の
頤
罰
＆
シ
冒
目
の
（
勗
君
ｌ
ミ
ヨ
）
』
○
ご
出
色
ョ
四
コ
ｚ
禺
昌
の
）
ど
目
的
庁
の
ａ
四
目
〉
己
麗
．
》
他
。

弱
）
シ
三
・
伊
昌
①
且
罵
‐
国
呂
○
目
「
バ
ロ
ッ
ク
時
代
の
オ
ラ
ン
ダ
解
剖
害
（
い
わ
ゆ
る
革
新
解
剖
学
）
、
そ
の
内
容
と
表
現
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」

一
九
巻
、
三
七
七
’
三
八
三
頁
、
一
九
七
三

（
鋤
）
⑦
巽
．
ロ
ロ
ロ
①
ウ
○
○
日
辛
口
目
の
毒
冨
①
島
の
四
］
国
○
ぬ
国
ロ
ゴ
国
．
両
○
・
○
宮
》
シ
ョ
的
訂
己
四
ョ
畠
〕
己
お
ゃ
ら
、
》
ご
震
．

（
瓠
）
困
曾
西
目
ｍ
８
Ｈ
肘
、
ゴ
の
①
国
（
）
○
厨
。
ロ
四
℃
言
①
の
吋
昌
二
口
い
①
貝
シ
ー
ゥ
巨
日
聾
巨
島
○
の
○
ユ
匡
ヨ
シ
の
四
・
の
ョ
園
①
⑦
ｇ
ご
言
い
①
ロ
ー
⑦
『
○
ヨ
ロ
館
①
ご
》
ロ
ー
認
》
己
屋
．

（
犯
）
○
戸
目
口
Ｑ
①
貢
）
○
ョ
杣
口
員
の
ゴ
言
①
ｇ
ｏ
四
一
国
○
喝
山
口
弓
昌
．
詞
ｏ
Ｑ
○
℃
一
・
シ
ョ
の
蔚
己
四
日
．
ロ
ロ
畠
電
ｌ
屋
題
‐
岳
震
．

（
翌
蒲
原
宏
「
日
本
へ
の
パ
レ
外
科
全
書
骨
関
節
損
傷
治
療
の
受
容
に
つ
い
て
の
再
検
討
ｌ
ス
ク
ル
テ
タ
ス
命
、
具
①
日
の
）
外
科
害
多
雨

（
弱
）
国
冨
（
）
牙
①
８
三
８
－
８
ｚ
の
四
一
四
且
両
両
×
○
霞
９
国
号
団
こ
の
望
ゞ
ど
吊
蔚
ａ
四
日
）
こ
ぎ
．
最
大
の
オ
ラ
ン
ダ
古
医
書
目
録
で
あ
る
こ
の
本
よ

（
鋤
）
ラ
イ
デ
ン
市
公
文
書
館
史
料
Ａ
Ｇ
四
日
【
弓
の
。
胃
９
国
畠
．

（
皿
）
ラ
イ
デ
ン
市
公
文
書
館
史
料
Ａ
Ｇ
韻
昌
嗣
ロ
①
の
三
①
ロ
ロ
畠
．

（
蛇
）
ラ
イ
デ
ン
市
公
文
書
館
史
料
Ａ
Ｇ
四
日
展
国
①
ｏ
胃
①
ｐ
ご
底
．

（
昭
）
ラ
イ
デ
ン
市
公
文
書
館
史
料
Ａ
Ｇ
誤
』
【
ロ
①
呂
蔚
巨
酋
９
．

鬼
）
デ
ィ
ク
テ
ン
が
ラ
ィ
デ
ン
大
学
に
入
学
登
録
し
た
記
録
は
、
ア
ル
バ
ム
と
い
う
ラ
イ
デ
ン
大
学
記
録
簿
貫
戸
ｚ
号
国
①
属
ど
ｇ
日
聾
且
一
○
の
日
．

口
ヨ
シ
８
号
目
四
①
Ｆ
侭
合
口
○
団
四
国
ぐ
煙
①
三
口
Ｆ
凋
〆
誤
冨
己
○
○
○
伊
温
〆
芦
函
四
鴇
①
○
○
目
冒
日
勗
計
）
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

彼
が
Ｍ
Ｄ
を
取
得
し
て
卒
業
し
た
記
録
は
ア
ル
バ
ム
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
一
七
四
○
年
に
出
版
さ
れ
た
デ
ィ
ク
テ
ン
の
著
書
《
匿
一
①

胃
①
一
‐
○
昌
庁
＆
‐
①
ロ
開
口
①
①
⑳
百
ａ
侭
の
言
①
鼻
の
己
ゞ
初
版
（
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
刊
）
、
の
見
開
き
の
彼
の
称
号
に
は
Ｍ
Ｄ
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、
デ
イ

ク
テ
ン
が
ラ
ィ
デ
ン
大
学
か
ら
Ｍ
Ｄ
の
称
号
を
授
与
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
、
こ
う
し
た
ア
ル
バ
ム
か
ら
の
記
録
の
遺

り
、
筆
者
が
編
集
し
た
。

漏
は
よ
く
見
ら
れ
た
。
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京
、
一
九
九
二

（
弧
）
Ｐ
，
国
茸
間
言

い
④
唾
１
画
や
ｃ
》
］
、
、
、
劃

（
弱
）
。
シ
、
臣
ロ
ロ
①
ウ
○
○
日
即
ロ
呉
ｇ
〕
三
①
ｇ
ｏ
巴
国
○
四
四
℃
彦
胃
．
詞
ｏ
Ｑ
ｏ
宮
》
シ
ョ
印
討
ａ
四
日
》
ロ
己
巨
暗
ｌ
匡
琶
》
ら
霞
．

禿
）
大
村
敏
郎
他
『
近
代
外
科
の
父
・
パ
レ
』
、
二
五
’
五
六
頁
、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
東
京
、
一
五
一
～
一
九
○
頁
、
一
九
九
○

（
師
）
Ｐ
言
．
伊
昌
①
己
島
帝
国
呂
○
匡
廿
〔
○
己
号
＆
冒
胸
①
）
（
雪
国
８
日
冒
）
四
⑩
ご
ａ
①
『
言
ご
ｍ
即
旨
の
且
①
昌
乏
の
印
言
①
ｇ
三
８
回
。
図
口
旨
己
目
》
閃
＆
出
巴
吋

冨
①
島
の
旨
①
口
昌
、
写
］
“
ロ
四
国
①
の
の
冨
①
ｇ
ｏ
巴
詞
の
一
胃
旨
ご
ゞ
》
詞
○
・
○
豆
》
シ
日
の
尉
己
卸
冒
》
で
己
目
ｌ
ぷ
ゞ
己
宙
．

（
犯
）
。
シ
、
ロ
ロ
ユ
①
ず
○
○
日
“
ロ
巨
言
岸
〕
言
①
ａ
ｏ
巴
国
○
四
四
ロ
ゴ
く
ゞ
詞
Ｏ
Ｑ
Ｃ
宮
．
シ
ョ
胃
①
ａ
四
日
》
℃
己
雫
届
》
己
豊
．

（
調
）
の
．
シ
，
巨
己
Ｑ
①
ご
Ｃ
Ｏ
日
必
口
匡
言
ゴ
冨
①
島
の
巴
國
○
唱
四
耳
昌
》
ロ
ロ
平
屋
》
ご
震
．

、
）
］
（
〕
冨
昌
）
①
の
旨
８
言
⑳
両
目
（
屋
窃
‐
弓
ご
）
解
剖
学
者
、
一
七
一
三
年
か
ら
一
七
一
九
年
ま
で
ラ
ィ
デ
ン
大
学
医
学
部
教
授

、
）
⑦
○
『
く
①
『
言
国
昌
○
○
（
勗
奉
‐
弓
扇
）
解
剖
学
者
、
ニ
ハ
九
四
年
か
ら
一
七
一
三
年
ま
で
ラ
ィ
デ
ン
大
学
医
学
部
教
授

亜
）
刃
＆
四
房
ロ
①
。
雨
尉
（
屋
堂
‐
弓
ｇ
）
内
科
学
者
、
一
六
九
四
年
か
ら
一
七
二
○
年
ま
で
ラ
ィ
デ
ン
大
学
医
学
部
教
授

堀
）
国
曾
白
色
ご
国
Ｃ
閏
冒
四
ぐ
①
（
扇
誘
‐
弓
諸
）
一
八
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
を
代
表
す
る
内
科
学
者
、
一
七
○
九
年
か
ら
一
七
三
八
年
ま
で
ラ
ィ
デ
ン
大
学

（
“
）
］
四
戸
○
ず
ｍ
①
ロ
億
コ
口
印
一
三
口
の
ざ
弓
（
晟
宅
ｌ
弓
ｇ
）

（
妬
）
］
○
の
①
ロ
ゴ
⑦
巳
ｏ
面
画
風
ｐ
こ
ぐ
円
邑
の
目
（
屋
岳
ｌ
弓
ざ
）

（
妬
）
。
シ
、
ロ
ロ
ロ
①
ご
○
○
日
”
ロ
呉
、
声
昌
の
島
。
巴
国
○
四
ｍ
ロ
ゴ
尹
両
○
・
○
凰
》
シ
日
禺
の
ａ
四
日
》
で
で
竿
届
・
岳
霞

（
〃
）
⑦
．
シ
、
匡
己
・
の
ず
○
○
日
“
ロ
具
の
ゴ
三
の
＆
、
巴
国
○
ぬ
吋
四
ロ
ゴ
誤
己
で
竿
園
．

（
妃
）
の
．
シ
，
冒
己
ｑ
①
ず
○
○
日
叩
口
昌
。
ｐ
言
①
ａ
ｎ
巴
里
○
ｍ
目
ロ
ゴ
ぎ
っ
で
雫
届
．

（
⑬
）
の
．
シ
、
ロ
ロ
Ｑ
①
ウ
○
○
日
“
口
昌
の
ゴ
三
①
島
、
巴
囚
○
四
四
ロ
ゴ
詳
口
で
雫
届
．

（
別
）
⑦
、
ン
．
巨
己
・
の
ず
○
○
白
亜
口
昌
の
毒
冒
①
島
の
巴
国
○
四
四
で
ず
爵
で
己
雫
届
．

言
津
三
国
ｚ
弓
Ｐ
両
日
旨
○
国
昂
ご
国
〕
門
［
］
三
）
と
の
対
比
と
そ
の
影
響
」
「
日
本
近
代
外
科
の
源
流
」
、
五
一
～
八
二
頁
、
メ
デ
ィ
カ
ル
・
コ
ア
、
東

医
学
部
教
授

Ｐ
国
営
【
，
印
ｏ
］
Ｈ
国
○
四
’
畠
）
三
ｍ
８
の
Ｆ
①
凶
Ｃ
Ｏ
ご
Ｑ
Ｑ
‘
出
自
く
（
）
Ｈ
３
ｍ
Ｑ
己
の
ご
シ
①
目
庁
の
シ
］
］
の
門
圃
の
胃
の
ロ
昌
己
く
α
房
の
罫
乏
話
．
陣
Ｆ
①
旨
い
侭
》
ぐ
（
）
一
式
ロ
ロ
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（
師
）
口
座
旨
①
臼
ざ
邑
閉
自
国
８
ョ
甘
幽
の
．

（
銘
）
ぐ
四
国
の
○
巳
叩
己
の
己
①
巨
乏
の
め
の
壷
○
こ
す
貝
〔
侭
）
員
ロ
ロ
晟
雫
弓
酔

（
的
）
国
の
醇
与
ヨ
巨
の
”
シ
ｏ
ｍ
Ｑ
シ
ロ
ョ
２
．
』
》
℃
、
．

両
）
思
房
目
の
ｇ
【
ｇ
①
『
（
弓
圏
‐
国
電
）
一
八
世
紀
の
オ
ラ
ン
ダ
を
代
表
す
る
解
剖
学
者
、
一
七
四
六
年
ラ
イ
デ
ン
大
学
医
学
部
卒
、
一
七
五
○
年
フ

ラ
ネ
ヶ
ル
大
学
教
授
、
一
七
五
五
年
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
・
ア
テ
ネ
ウ
ム
教
授
、
一
七
六
三
年
グ
ロ
ー
’
一
ン
ゲ
ン
大
学
教
授

（
師
）
固
め
．
琵
与
旨
巨
興
国
厨
８
凰
四

（
別
）
。
シ
，
巨
国
Ｑ
①
ウ
○
○
日
“
ロ
匡
言
ゴ
富
の
ｇ
ｏ
巴
国
ｏ
ｍ
Ｈ
四
℃
ぎ
ぎ
で
己
雫
届
．

（
艶
）
シ
己
号
①
画
の
ぐ
①
印
巴
旨
の
（
勗
匡
‐
勗
置
）
解
剖
学
者
、
革
新
的
な
解
剖
図
譜
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
を
一
五
四
三
年
に
公
刊

（
認
）
国
間
昏
巳
○
日
日
の
。
両
匡
の
国
胃
三
尾
の
（
勗
腱
‐
晟
望
）
解
剖
学
者

（
別
）
国
匡
旨
号
①
の
卸
冨
の
ｇ
ｎ
ｍ
ｚ
①
①
『
茜
ご
巳
。
“
》
シ
ョ
牌
①
乱
四
ョ
》
ロ
ｇ
》
こ
ぎ
．

翁
）
印
８
国
時
詞
昌
の
島
（
勗
認
‐
弓
曽
）
解
剖
学
者
、
ま
ず
薬
剤
師
の
徒
弟
奉
公
で
、
一
六
六
一
年
に
薬
剤
師
の
資
格
を
取
得
、
一
六
六
四
年
に
ラ

ィ
デ
ン
大
学
で
Ｍ
Ｄ
を
取
得
、
一
六
六
六
年
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
外
科
医
ギ
ル
ド
の
解
剖
学
講
師

（
卵
）
国
呂
今
詩
勺
巨
昌
叩
国
①
昌
四
ａ
盟
侭
国
巴
と
三
目
⑫
（
晟
雪
‐
ミ
ヨ
）
・
○
ロ
国
匡
白
目
ｚ
禺
昌
①
）
ゞ
国
冨
自
切
国
の
］
》
斥
己
ｇ
も
、
〕
ご
題
．

（
師
）
国
の
醇
与
冒
巨
の
即
ロ
①
○
の
の
ぎ
房
ｎ
Ｃ
Ｓ
胃
］
の
ぎ
日
ロ
回
凰
〕
硯
①
己
①
ロ
〕
ロ
四
・
弓
鵲
．

（
粥
）
西
の
二
号
涛
勺
匡
貝
“
画
①
目
四
己
睦
①
興
国
①
Ｑ
醇
与
冒
匡
⑳
（
岳
雪
ｌ
ご
ざ
）
》
○
口
《
国
巨
目
四
口
ｚ
四
目
昂
）
ゞ
Ｆ
①
匙
①
。
》
ロ
「
》
ら
鴎
．

（
弱
）
固
い
酔
与
冒
巨
の
》
函
』
の
８
国
の
四
日
こ
め
の
巳
自
巨
日
彦
日
ヨ
ヨ
の
〕
Ｆ
の
丘
①
ロ
》
弓
設
．

（
帥
）
国
の
酔
与
ヨ
ロ
の
岫
目
四
ず
昌
四
①
の
。
①
一
里
』
２
日
こ
の
、
昌
○
『
巨
日
ｏ
ｏ
ｇ
ｇ
］
の
ゴ
巨
日
画
昌
》
Ｆ
①
匙
の
ロ
．
ミ
ミ
．

（
田
）
固
い
吟
昏
冒
匡
の
“
弓
四
ウ
巳
四
①
○
ｍ
の
ご
目
茸
巨
日
四
国
○
吋
巨
日
》
門
①
匙
①
国
》
弓
麗
．

（
舵
）
⑦
。
シ
，
匡
国
Ｑ
①
ウ
○
○
日
即
口
昌
の
壷
冨
①
ｇ
ｏ
巴
國
○
四
四
℃
壷
涜
で
ロ
雫
届
．

（
侭
）
ぐ
四
口
⑦
○
○
］
》
ロ
の
貝
①
匡
弓
①
の
ｏ
ロ
○
ロ
ゥ
ロ
禺
巨
伽
員
も
ロ
届
④
山
認
．

（
“
）
函
の
己
号
弄
石
匡
昌
恥
国
の
３
ｍ
己
堕
凋
笥
＆
吟
与
冒
口
の
（
勗
雪
ｌ
弓
ご
）
、
○
コ
国
巨
日
ｍ
ｐ
ｚ
ｇ
日
の
》
》
Ｆ
①
丘
①
己
》
ロ
届
、
ご
麓
．

（
開
）
固
め
．
シ
弓
冒
匡
堕
斤
○
コ
囲
○
閉
日
日
．
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（
〃
）
国
①
昌
旦
国
云
弔
匡
ご
け
唾
四
己
画

（
沼
）
ぐ
朋
巴
旨
堕
国
風
瓜
》
己
扇
③

（
、
）
函
①
ロ
号
房
勺
昌
旨
団
の
国
〕
四
ａ
聾
の
興
国
，
厨
・
少
守
旨
匡
的
（
勗
君
ｌ
弓
弓
）
》
○
口
《
函
巨
日
胄
〕
ｚ
呉
昌
．
①
》
》
伊
①
己
四
］
》
ロ
ロ
届
ｌ
届
》
乞
麗

（
だ
）
国
①
己
号
弄
国
営
旨
国
①
目
画
己
蝕
①
哩
崗
‘
房
Ｑ
Ｐ
弓
言
匡
⑳
（
屋
君
ｌ
ミ
ヨ
）
》
９
］
《
函
匡
冒
曽
］
ｚ
胃
昌
．
①
〕
ゞ
Ｆ
の
丘
①
ご
患
）
弓
》
乞
麗
．

（
河
）
塵
○
ず
○
戸
の
貝
少
邑
呉
○
日
田
》
で
ロ

（
だ
）
の
宮
旨
置
昌
“
国
厨
８
昼
〕
ロ
』
謡

（
託
）
で
画
ｏ
Ｅ
ｍ
口
気
ロ
扇
只
肖
昌
〕
ｐ
Ｅ
Ｐ

（
乃
）
函
①
国
号
時
用
〕
昌
旨
国
①
目
回
ａ
鯉
①
鰹
吋
苛
・
少
ぎ
冒
巨
め
（
勗
君
‐
ミ
ヨ
）
ゞ
○
口
《
国
昌
ご
卸
ご
ｚ
胃
日
①
》

（
刀
）
国
の
自
身
涛
勺
昌
旨
国
閏
自
国
己
盟
①
哩
『
話
・
少
弓
冒
匡
の
（
勗
雪
ｌ
弓
ご
）
》
○
ご
《
塵
昌
国
四
口
ｚ
四
日
【
①
》

（
沼
）
国
①
ロ
号
房
も
昌
旨
団
①
自
画
己
盟
①
哩
吋
耐
旦
少
弓
ご
易
（
屋
君
ｌ
ミ
ヨ
）
・
○
弓
《
国
昌
ご
四
目
ｚ
胃
貝
①
》
》

（
円
）
石
田
純
郎
「
ア
ル
ビ
ヌ
ス
と
デ
ィ
ク
テ
ン
ー
一
八
世
紀
オ
ラ
ン
ダ
の
解
剖
学
と
「
解
体
新
書
筐

（
帥
）
少
．
勺
自
国
］
郡
《
国
尉
９
円
①
Ｑ
①
一
）
シ
ロ
胃
昌
①
典
・
の
両
○
三
『
員
唱
①
》
ゞ
祠
閏
厨
弓
○
日
の
胃
ぐ
》
己
つ
腿
》
弓
弓
．

（
副
）
函
①
ロ
島
詩
句
匡
具
》
国
①
昌
卸
己
盟
①
慨
門
討
・
鈩
弓
宮
口
の
（
屋
君
‐
ミ
ヨ
）
〕
○
口
《
西
匡
日
曽
〕
ｚ
幽
冒
３
》
．
Ｆ
①
己
①
己
》
で
⑳
》
ら
題
．

（
魂
）
○
ロ
の
三
国
明
シ
豆
○
‐
亘
匡
○
四
四
ロ
ゴ
望
呉
シ
ご
号
①
い
め
く
＄
巴
冒
の
》
［
ｂ
ご
Ｑ
ｏ
ｐ
》
ロ
］
．
鷺
》
ご
ｓ
・

（
鋸
）
国
①
ロ
身
弄
用
）
匡
昌
酌
嗣
①
ｇ
四
ａ
酸
①
喫
吋
耐
Ｑ
Ｐ
房
ヨ
巨
の
（
勗
君
ｌ
弓
ご
）
》
○
コ
↑
国
匡
日
曽
〕
ｚ
四
目
Ｈ
①
》
》
Ｆ
の
こ
の
ロ
．
で
己
宅
ｌ
計
》
ら
認
．

（
鼬
）
西
の
口
号
時
用
〕
匡
昌
岬
国
①
昌
四
ａ
鯉
①
哩
円
話
・
酔
弓
冒
口
印
（
勗
君
ｌ
ミ
ヨ
）
〕
○
口
《
西
匡
日
曽
〕
ｚ
四
首
用
）
》
間
①
匙
①
己
》
ロ
ロ
ミ
ｌ
屋
》
乞
麗
．（
新
見
女
子
短
期
大
学
）

（
ね
）
石
田
純
郎
「
ァ

津
山
洋
学
資
料
館

で
語
）
画
つ
』
’
四
ｍ
《

Ｆ
①
］
Ｑ
の
ご
》
，
ロ
］
興
昌
Ｃ
ｍ
Ｆ

Ｆ
の
一
旦
①
ロ
〕
ロ
ロ
昌
司
ｌ
』
弊
罠
や
史
〕
・

Ｐ
①
］
・
の
コ
マ
ロ
ロ
程
函
Ｉ
一
口
］
の
“
幹

「
一
滴
」
、
二
号
、
一
’
四
七
頁
、
一
九
九
四
、



や
露
駅
塵
ｅ
Ｍ
ｇ
６
，
旦
入
卜
心
、
ｆ
抑
馬
騒
ぐ
恥
入
恥
楡
ｅ
「
杣
賑
蛙
駐
」
邑
皿
軍
田
陣

AStudyofG｡Dicten(1696?-1770),theAuthorof"OntleedkundigeTafelen,''
TranslatedintoJapaneseasf6Kaitai-shinsho''

SumiolSHIDA

TheDutchoriginaltitleof"Kaitai-shinsho"is"OntleedkundigeTafelen."Thisanatomybook

wastranslatedfromtheGermaneditionwrittenbyJ.A.Kulmusandpublishedinl734in

AmsterdambytheLeidensurgeonGerritDicten.TheauthorsearchedfordocumentsofG・Dicten

attheLeidenMunicipalArchivesandtheMunicipalMuseum:Lakenhal.'Thisstudyrevealshis

personalhistory.G.Dictenwasborninl696orl697.Hebecameanapprenticeundersurgeon

masterJ.vanRietinl713.Heobtaineda(leerbrief'in1715,andchangedhismastertoJ.

Steenveldinl716.Dictenobtainedasurgeon'slicenseinl721andopenedasurgicalclinicat

BreeStraat.HewasfrequentlychosenasamemberoftheboardoftheLeidensurgeons'guild.

Heeducatedllaprenticesfroml721to1731.Dictenparticipatedinthepublicationof5surgical
books."OntleedkundigeTafelen,"translatedbyDicten,wascommonlyusedbysurgeons,how-

everthisbookisatinyhandbookanditisnowestimatedasrepresentingpremodern$baroque
anatomy'inEurope.


